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T1201-CI/Tc 99 m 日 stamibiを用いた

ドプタミン負荷心筋シンチグラフィー短時間

収集心拍同開l5PECTによる心筋虚血の評価

観勢調‘・ 佐野純子・ 事阿芳樹・ 本側憾・ 3長像 A維・

禅問浩・ 前野間'"・扱凶仲-，"・・限雌lii夫“

半減期が思〈大量後与が可能な Tctl!R心筋血縫製

剤位より。 心種目崎同期，(，筋 S!'ECTaの鑓僚が容aーに
なり，む筋臨，."編のほか伝心筋a能訓同闘を行う梼.

処種法が検討さ札ている なかで.左費総郭を三次元

的に向動鍋HIt.. :tij[~拠能術械を計測するc;，~附ら

』こよる副像処理醜プログラム(QG5.quantitativl' guted 

SPECT)lj;，荷い7・"民性と，ftるた訓同開繍"を拘するこ

とが示きれている.また QCSプログラムを此jいるこ

とにより i 在~刷所収...，腿術栂.計調1能であり，

嫌々な幽隊J{.;fIIが馴仰されている.今自国々は心筋血

3既存舗法.ょぴQGSプログラムを附いる ことによ

り。負荷時2担当区同四時事描複能評価法を併mしたドプタ

ミン負凋心.，，"ンチグラフィ-"よる冠動脈‘何度の.. 

a折，，，.. 検討した

S対象

冠動隊違膨.崎行した虚血性心依息患者初併で.狭

心復"".心筋慣翁"例。男性 16例，女絵4飢平

均年船jj;64:l:9蛾

s 方途

氏自争"に Te99m縦叫amibi政)(1MBq flJt主し 初

分後より 2倹出御ガンマカメラ.，，，ぃ. 5分間心也臨

問問地筋 SPECTデータ収身長告施行引き続きドプタ

ミン..，--館大ω，，，柑し各mmにおいτ関飴3

分自より心曜陸肺司朔心筋 SPECTを侮偉 負何侠了 t

分前に初lTllllM阪t停践し，膝7"分後より 2銚
極開時収集金範行{回 日 心筋SP配 TIJ: AD̂ C社."験111111112ガンマカメラ VERTEXを}tlu.む..阿

円木医忠犬写..内側

. 同 悠射線"

【守 '"艇減阿 ..飾文京区一千駄ヨドH 釘

阿IOSPF.CTは 3方向初砂 ".ごとに 15方向x.
.-.間隔."分銅しずータ金収娘...安値岡崎政調E

SI'以;Ttj; 1方向"秒。 5度ごとに路方向x，で施行

した

左:5!1U}鋼，，.ぴ窓働制領峻邑の対応".心筋刷協

僻価は TI像およびゐflRI像i-8¥111'， eyl.l表示し.左

盆E陸.'"分画に分割し儲2に示すよう に色沼働脈領

域に分嗣.分頼した心筋血il!f.tplill:ilj;， fi連大.，.ウン

ト鮒峨のカウント敏奪 100%とし."・R厳の %uptake 

.，附事しださらに安静"の%Tcu山k<と負制時の

% TI ulllakeの..である デルタ%Utt1!kr:を算出 し

た。在建.".奴鮪観簾荷価kしてU 各分蘭の般鏑捌

担保"広援周到'"の差 .. 庫銀則'"引で隠 し.，.

R"刷、alwlIll th;ckl!Tl;ng t-算出した.さらに.，ち沼

脈鼠領繊の平幼を算出しMr:lInデルタ% 叩t:lke.生

らびに Meun問攻防nalwall thickenilliとした 心筋

嘩血の判定経箪は。心筋血総評価として Mcanデルタ

%川測網k.がプラスとなるもの.. 陣血陽性とした 左

漫財所収縮臨能評価として最大伐何時M四 nregional 

wall 刷kening と負荷中剣最大 Mc~n rcviona1 wall 

thicke山""の..をデルタ M回'"則ono1wol1 thi c~ 

r:ning t定畿し。これがマイナスとなる絹舎を虚血陽

性と した.

‘... 
"動脈ヨ監修にτ ĤA90"錬噌以よで分領する k

術"，.院および各冠動脈領域IJ:， 1 t支術淀 川飢多絞斜

度 7例で.り各冠動脈の術変11RCA 10例，LAD 15 

例。 I..cX5例であヲた 平均倍大以JB負荷』訟は

20‘土9.1Yであった負荷中止厘府ほ胸骨IlII迫感(7

例).ST齢化(6例)が多しその他は働停，吐き気，

~腺性不I!際なEであった 各信欄ごkの逝圏持活限柑変

診断鯛B置は鎚陥・"叫y11.c..箇血"'''価にて.，%。尉
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10 'T1-C1 

. G-SPECT 

twM2篠橿岡崎収集

SPECT 

9配備砂川崎区楠"1'c-!I<!SIamibi静/.1:(600Msq)。初分後より 2倹山留mガンマカメ?を周".む噌幽阿則心

筋 SPECT(G-spr-.C'T)データ収集金箱行引，飽き l訓Oß~(~ 'Y-織大 '"ρ負荷し各刷.に"いて"
与開餅3分より G-"SI'ECT栂俄負剤終7'分前に"'Tc-α静注(IllMlkl)負荷終710分後より 2締
網岡崎収集.施仔

1-6:lAD鍋峨

7-10: lCX領鑓

ll-13 : RCA鍋織

所心筋沼縮臨M能3平価にて 80%。心筋刷健および収縮，.

健両者を併則した治合に119$%であった訴みに。窓

動脈枝ごとの絢変"断繍.....討したところ.心E臨胤

S鹿野緬で".相酬ivity74 %.明定自city79 %であっ

た 局員野心筋収a前後能評価では ~阻包 vity74 %， 

S似x:ific::ity79 %であった心筋血"と心筋収縮割拠能評

価を併用した 場 合 に は."問川 vity96 %。

S問削ty&4 % !:: I'.t. -) t.:， 

s錨冨

心筋血施評価法むよぴ&笠岡所収鰯般討耐F筒ま舎を併

用した 00抱負荷心筋シンチグラフィーのむ筋雌血訟

断におWる有加帳を倹討したところ，楓忠徳動脈診断

欄度信心筋鳳涼評価のみでSC!lsitivity80 %.心筋個使館

評価のみでも抑制itivIly舗%であったが，心筋'"混と

心筋後続評価を"mした縫合にその盟国山町ty1195 

%であて刊、 心筋血溜詩編に加え左室局所収縮機鰻評

価を併mすることの布"包が示唆された

園 2 左..分割Hよぴu.'棚制度との対応

s支猷

制引 α像。・・T，醐tomibi'" ~ UUU'II 
w・ a隆司，.左~.'陸'"分画K分割

1) Germa!l!l G， Kiat H. Kavanagh PLI.et al : A叫 ⑫

matic Quantification of ~jt記tÎon (raction from 

'"凶 myocardial脚 rfusionSPECT. I NucI 
1>1('(/ I抱5: 3t1 : 2138-2U7 

2) Germano G， Er芭IJ. Lewin H， Kωanagh PLI a刈

Berman DS: Automatic Quantitation 0 

""。冊1myoc~代lilll wal1 rnotion and thicken. 

ing from gated techootium切 m "蛸tamibi

myocardial perfll凶ionsingle-photo!l e耐箱崎n

computw tomography. I Am Coll白 rdiol
l鈎7: 3l) : 1360-1367 

3) Germano G， Kavanagh PLI. S凶l1.et創 Auto.

matic 陀宙開nt~tion of山r∞demenslonal.tran. 

凶別almyocardial perfusion SPECT images.1 

Nuc/ Med 19'錨 36:ll07-1114 

.) Gunninll MG， Angnos同~"'関心 Knight CJ.et 

al : Compam叩 d 釧 T' ・・Tc-tetrof伺 m'，
and d悦M刷剛山"附館、etiCTe調。悶郎関..m噌'"

fOT ido酬 ifyinllhibemating myぽ ardium.Ci即u

fotirm 1998: 98 : 1総1)-1874
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再漉流療法成功後の心筋便塞患者にお付る

運動負荷時左室流入JUl流の評価

小泉智三・ 増凶箸附・

， '"喪
心筋便器継者におゆる心嶋リハビリテ戸シ E ンに於

いて。運動僚t./.iの在室リモデリングに対する影容がい

〈っか機約されている"・2また寝室流入.. 波波形を

用いた左'"知機応の静価が近年報告されており柵h左

宣収総力が低下している例でM舷緩単麟削減波形の滅

適時間と左宝充満庄の栂関は良好であると言われてい

る 心筋使1.IlLD.宥で川構流成功後の溜働時左京血行動

憶についての稼働ほ少伝い

s 目的

心筋使議平号制使擁成功患者について，運動の<4隻曜に

対ヲる修曹をみるために.運動負荷時の友主流入血機

能影Hfllずる

g 対"
当院で殉1ii!1tJ円以内に帳簿貧俊足活動燃に経皮的

冠動脈形成術(PTCA)を絡行し成功した心筋使容患物

(MI ")11人， 91候10入。女性 1人，前盤便器7人，

後盤使."人および循環密正常許(C鮮}捌性7人 不

鮫脈，中等度以ヒの弁麟1M， NYHA calssll以止の心

不全腿者U除外した

内厳罰震は 1日aspirin81 ffig， ticlopidine hytlroch 
loride 2ωmJ:(， 刷ωrbi d~ ffiωnonitrate 40 mgとし

A(，;.Ii陸軍事綴1β遮断，，~どの心不全治製東灘は役与され
ていない

s ヌ措

円 ιA1カ月後にli.側帯臥削15H!:)でのJ叫 fメ

mターによる溜動ft術 ì~;r. :1ーを行った.25ワットよ

子東大学際司1'. • 明 2内斜

川町"刊f:i'!ifj'I')JHKtt:fI1-8-11 

り開始し 2分ごとにおワットの多段"組依限界性翁

紺をか砂， 2分ζ とにIIIlEE.心納鉱山説場事心沼闘を

とりながら，心尖郎アプローチよりパルスドップラー

法を捌い安停陣。負術開同4分後および負荷終7'分

後の左宜流入山沈磁調惨.記録した 急迎""期般大減

産(EV)。心開収縮則鮫大減速(AV)，AI払 E以の加

巡時間開(AT>.E波の滅趨時間 (DT)1.i測定した.

， .... 
望号"時でほ， C併と Ml鮮の比般で.MI I揮の方が友

笠却脱出率がやや舷ドしていた(CI!ω2:t6.2%. 
Mllf.随 4:1:8.9%. p<0.05) 安併時の在定流入刷

"波形1;1.MI併の方が吻窓に ^Vが専かヲたに群

0.51土0.19mん， MIIf.:O.71土0.32m/s.pく0.01l

F.V， AT lJよぴDTに有窓"はなかった。

週動時には側瞬間で主主位誕入血"の針路飽にヲuま盤
.認めなかった

ヨ提"時と遁動附始4分後で比敏すると，逃動的の

EVは安静時と比鮫して阿酵とも有患に榊加し (C 

群 0.79土0.17......1ω1ニ0.23!I1/S. p<0.05， MI f宇
O.76:tO.H-l.17企O.11m/s.p<O.O])， AVはC静

では安静時と比較し運動的で有意に都<~ ったが

(0. 51玄O.19m/s'、0.811土0.24.p<O.OI)， MI""では

箸"なかった(0.71土0.32叶 15主0.29川/s.NSLそ

の敏様。AlEはC瀞で"有窓にm加 し(0.63土

0.15-0.80土0.10.p<0，(5). Ml併で"逆に街窓に減

少した(1.01主0.25-0.71土O.1札 p<O.OI)_ATは耐

a障とも安併時と運動時で帯夜なかった 01'は閥解で

令官雪に短縮した((，;!，:~09 :t 39 ms-、H2:!:~ mιpく

0.01. MID: 199主67rr悩-133:t3同m児島 p<O.05)(者向
1容照)。
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表 1

ιontrol MM問Madr向l加 l 

A臣官(year) 42.2:1:4.8 5晶 4土10.3 p<O.05 

EF(%) r国 ".2士'.2 詞 4土昌 9 ，<畳郎

"叫olicIIP 岨 m土日 125:1:12 N~ 

("，，，，111/) exer<;lS(' l帥ilG ，.，土口 NS 

He~rt r~te 酬 11:>:8 "士宮 NS 
(lm;n) "‘crc'lie ，~土E 的土" NS 

Doubl~ product 『明t 9133;1;17，引 "缶士侶3 NS 
excrc，罰白 '"田土2016 15410上回制 NS 

制 剛 0.1唖:1:0.17 0.76士目 " NS 
いn/s) exerc'出』 1.0.1土冊 2.1 U 7土0.17 NS 

'̂ r館 。‘51J:O.19 O.71z(l.:J2 世<0.01

("，/，剖 exer官.. O.帥土0.24 0.15主0.29 NS 

A/' 削 0.6.1土0.15 1.01:LO.25 NS 
cxcrc，S(' 仏師土0.10 0.71主仏" N'も

AT 同 00.0士9.' ~.O土 15.2 NS 
(m5) "町"口明t 且5.7:1:7.5 "世土12.5 NS 

DT 醐 2咽咽8主制.G '"品土師 E NS 
(ms) eX¥!I'Clse 142. ~士33.9 132.9土33.5 NS 

s 考寝

心筋機i<<!l.1i'におげる心腹リハピリテーシ掴シに鈴

いて.1望動..，会の是非がい〈っか報告されている.c 
筋血漉を改蓄し左盆リモデリングにl>lOBし信也、と

の鰍告と'm，li.密航幽惑が侭下している例で怯寝室リ

モヂリ〆グに感彫仰がでるとの報告がめる"

れている艦例であョたため.鉱沼健早則滋賀置滅入血漉股

火巡，.およびその減越時聞は正常勝と比恨し有'"警は

なかった

今闘比鮫的左禽侵脱出の面温存された心筋限，，，.仰の

運動仰の左盗'"入血流波形からみた趨動隙践の幼"に

ついて倹討してみた

安静時"よぴ湿動向で"喪早期在主流入山泌波形の

減適時間は同時間で2まがなかったためt 友重む定例J.J.!に

ついても釜が'ぜいと考えられ，正常鮮とむ筋使進排官

遮動による左g区内全体にかかる正負狗に著定ほないと

継測される。

ただしむ筋使調節噂'.σ川.静叫に"ゆる."，鼎.，，，入

血税民大越相官およびその以週間凶信託鴛と比 l愛し減少

しているとの惚俊也~る・'今回のむ筋慢盟"例は.\If
権誕鮮該が成功してJ1') ，燥大 crKの半陶値が1.683

JUJLと比較的小健闘の梗盤であり さ軍需"，..僚た

心房収納乱入浪巡は，ヨ民俗時において心筋艇痢鮮の

，;が行溜に単<. ItJ擢滋被告書成功後に於いてむ左E専の
収制は安静時に綱大しており，遍覇防によりそれ以 hの

鋼大"認めなかった

今阿の'"畏には.心筋艇都鮮のほうがぬや高齢であ

"足、陸艇自白率"，.、司院が".している可能性ゐ勾噂す

る&，~警がある

s鎗鰭

~静跨Mよぴ運動時において。 鉱自民早期&í!ii入血

漉般大..，.およびその滅適時聞は軍需と比厳しやや減

少していたが布"穫を留め令かった

生た 心筋I:f!:<<.¥!.!.者において陥将櫨混1<<U:fR.幼 Bカ

月に鈴いても友関の収簡は安仰叫8に均四大しτ.，.巡

動によりそれ以上の増大は認め仕かった
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悶. æ.琶正明骨初(c・ ntroil と心筋梗n~にS討する左室恋人血況の翠'抱負荷
による程殉的変化

5 文猷 3) Giannuzzi P. Tavaui '-. TcmporeJIL PL.et al 

1) [)¥looch P. Myer濁J.Oziekan G.Ct al : effect of 

Exercise 1'ra・niUMon My。町r乱、IR制剛JcliuM

in Patients馴 th RCI.加入、dLeft Vent巾 Ular

FUllction After Myocardial1nfa陀 "ωApplica

tion of Magnctic Re舗、 ccJmaging. Circukl 
fiD7l間切 鰯 20側初61

2) Linxue L. Nohara lt Makita S.~t 31 : Effect of 

Lorlg-1'~nn Exercise 1'rainil1.jj" on Regional 

Myocardial I'crf，凶剛伽帆川 Paticntswith 

Coronary Arter~ 脳~，比 jþll CIn: j 1999 鎚

73-78 

I~，羽g -Term Physical Train・ng and Left 

Ventric¥llar Remωdelir唱 After Antcrior 

Myocardial Inf，可聞剛I"rial.j Am ColI白 y

dio/ 1993: 22: 1821-l829 

.) p 制鳩山 B.L.!narda AD. Sinaa同 G.凶 叫

R酬 ricti刊 10ftventricular fillillS[ rmttcrn in 

dilated cardi川柳>h， 同 b，同，"
~>ω.a rdio噌raphy : clinical ぽ恥lCardiugraphy

and h刷、凶抑鳩山kωITt!latio附 andIlrog路側同

implications. j Am OJII Carowl 1993 : 22 : 8ω 

'" 



5) Giarmu~引 P， I町paralOA. Tem仰向lIiPL.ct al 。oppler-derived mitr~l d∞:CIC制的.ntime or 

四 d，仰1ingas a strong predictor of 仰 mon~ry

~似lJary wedge pre悩 ure rn pOSt川farc川明、

阿 lientswith lert ventricular syst:ollc dyヨ"山c

tion， J Am白H白 rt/iol1994 : 23 : 1ω()-1637 
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6) Kitabatake A， 1rJ(加cM， A加。 M，etal : Tran~ト

nr;lr1l1 blood lIow re偽記tlngd醐 olicbcllavior 

of the left ventricule in h~alth and d;居色健一 A

"叫yby puJse dopplcr IC帥 nlque-，Jtn Gi，τJ 
1982: 46: 92-102 
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呼気中ー酸化窒紫排出最と心拍出量との関迎

小板舗紀通・ 安迷仁・ 細井健樹・関口誠・ 河口際・

高調叫IY:J. I1Al附噛・ 深海治・ 外山車ニ・ 内雌温度人・

星崎枠・ 大鳥茂・ 谷口興一・ 伊東稀樹・・

一酸化策謀(NOlは血管内伎で産生される血管区議

物質であり，血管のトーヌスや細胞榊飢血小板機絡

役どに多厳にわたって俊躍し，血曹の恒常俊雄"にお

いて酒食現伝役割を拘っている".NOの産生ほ-"化岱

策合成邸調Pl(NOS)により調節されており プセテルコ

リンなどの隼鹿稲僻物膚や，ずり応力等の機械糾燃に

より産生寄れる"

心不全風物では。胤管内政型N由化NOS)の探"は

低下し" 刷管内皮依存幌血"鉱傑際応が低下してい

る州 虫た心不全血者に白いて呼気中の NO排出"

(VNO)が侭下しているといわれている・30 現在呼気中

の NOが測定日iIIII!と伝り，機々伝倹討がなされてもaる

:iP'.いまだそのS義は明らかでない NOはeNOSを

介してずり応力刺激で産生が誘噂されることから叫

呼気中の NOか飾血曾床から産生されているもので

めれば.VNOは飾血."置を反映していると考えられ

る本研究でほ栴噌運動において， VNO t，肺 M猟舗

を拠隠に*すむ州出量との関速について検討した

s 対象と方言盆

対象はむを民恩奉者7例(すべて男但斗年齢57主II$U 

である 開心術後4例，陣日性心筋拠準 1例1 鉱袈裂

心筋'"，列，後心信 l例である。。肺巡動負荷試験

(crx)による巡動耐容能としては，平均織銀特代謝附

随 10.6主1.5ml/m;n/kg.般大殿様銀取震 16.~全 3.9

ml/mÎn/kg であて， t~.

CI'X U.， e民位白板厳正ルずメ タ をJtlH ，'1Uft 3 
分.OWのウ本ームアップ.3分の仇駒子lOWの漸

刷負荷.加えるプロトコールで行った VNOの測定

肘馬県立補間耐月一

内'"酬欄間刷附 J-J2)

心臓血礎研~ilíHfll!tI;R

は， oo織掴由来の NOの膨習を解除するために.ノ

ーズクリップを用いた..陀alhby b1憎白山に呼気"ス

を録取し.S;CVC同社製幻oH NO analyzerを聞いて，

化学発光訟にて NO議度 (FENO)~測定した分時鱒

気量と FENOを乗じて VNOをg軍備した。心納Ul.m
(CO)は安個砂防，ウzームアヲプ問。その後の新増負荷

中路 20Wお@に色端希釈訟によりZ同揮した

tIIIU項闘としては，①漸増遜働負荷，，明 VNO.CO 

の変化の比較.②糊柵運動中の間測定時印刷

VNOとCOとの凶圃の..討，⑧溜動はよる VNOの

治加率と COの噌加惑が開園するかの繍討〈例却W

時の VNO網加JlfI.: VNO(20 W-O WJ/VNO(O ¥'りX

1ω)を行コた

s 給調院
①漸織運動負荷ゅの VNO，COの変化{閥"

VNO， COいずれも負荷最の制加こともなも、 m加

州向を越のたが令測定附同 l織定による検討では，

有認定"認め信念、ヲた

②湛動令の VNOtα3の閃迎(肉2)

'"帝時I ウ， ムアップ11<¥'.20 W附での検討を示す

が。各測定問で2者に仇'f!α相附"認川められなかヲた

⑥選勤中の VNO湖加布と COI脅加率の関越(凶

3) 

20W附の VNom加司院とα，..加同区，..弱いながら

も術開4是認めた (r=O.408).40W時では同者聞に在の

相関金認めた什=0.80])胸、V以内&では総務'る勉i例

もあり，また有窓な納闘志認めなかヲ"

s 考旗

本研究により， ~OW までの鰻い負荷に結いてはt

VNOの増加率と coの噌j用車に弱い相闘がある こと

が示された これは勝胤減量が脈血管..にUl1るずり
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運動中のVNOの変化 運動中のcoの変化
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応力の周回加 lを引き起ζし.eNOSの殉閣婚加を誘渇し

NOの煙車生が，.，.し.VNOJW加としてあらわれてき

たためと考えられる ーカ."負ぬ鐘に結砂る VNOt

coとは開運が認められなかった む輸出盆および飾

循環I;lNQ のみならず様々な因子により鶏節され勾

NO"，生績も各倒体附で大8な釜があると考えら

れへ絶対値としての NOlI!:生i!と心鮒UI.IItの8れい

な関連世は証明しずらいためと考えられる しかし飾

循線に8省いて NQIJ:安働時の血管ト ヌスの調節を

組ヲていることが総倍されており・"ベ本研究の結束

から少な〈とも怪い運動負荷までは NO楢加反応と

飾刷沈蛍樽加反L与は関越している可能性があると辺わ

"る
む不全で"骨絡筋や滋動脈において NO<介した

血管鉱頓反応が低下しており'1-0'，その俊".の--;と

して血管字に"ける eNOSmr~NA の発現低 Fが報告

されている"。心司会息宥では定常者t比駿して道動

による VNOl(!加反応の低下が認。られるが・3本研

究の結集か勺，心不全島者では運動による心鈎幽鑓噌

加が働問されること.逝酬による VNO潮.反応低下

を引き組こしていると考えられる 心不金聴者におけ

るNO注生低下は運動に伴う肺血管床の鉱鍵を制限

し，血管の収耐性リ宅ヂリ y グを刻園長し，検気効率の

低下，ひいては連動謝野飽の制限につながると考えら

れる制運動中の呼気中 NO測起は VNOの変化があ

る網.."耐総震の変化.反映することから，今倹心不

全胞者の選動耐符能評価や附a盤解明の-，.となりうる

可能性がある

本研究では。呼気小 NO'修出mとむ柏幽Bまとの倹討

しか行令て.らず.NO産生噌却のトリガ-tしてず

り応力がどの〈らい作mするのかを検討するために

陪飾濁風圧の定化や血疏適度等との目毎週を倹討する

a裂がある またアセチルヨリンを俗じめとする偽糧

生理活性物質が心伯尚盤増大と NO俳出のm加にど

のように関係して〈るかb 今後倹討する必安がめる

と考えられる

i ..循
班沼運動に幻砂る一機化"耳障納加反応鉱山 40W* 

?の鍵い負荷においては心剣山"のm加反応と閑連

があり， ζれ"・'"漉援が嶋加するこ kによりずり応

力が期大し.NO.!ll生が潤滋されるためと考えられる

g 文献
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心疾患愚者にお貯る述動時呼吸様式の異常と

最小左室圧 ・呼吸流速関係

械定秀司. .飯野井英次・ 前川剛也・ 線邦 銀・ 五鰻釘紀子・

右糊久也・ 亀，>>智樹・ 平井忠利・続沢孝・芥上".

'V不全'"階では運動中，後〈温い呼吸織式を&るこ

と会明徴的である これは心不全風物の肺iO)コンプラ

イア yスが低いたぬ 迎い呼吸ほど呼吸筋仕事震を目前

約でgるためk考えられるり稜々もむ本令tlJl者では

血流分布から予奇襲した飾の情泡的な鍋常が洩〈鴻い呼

吸様式と閥泌すること.示した掛 ζのよコな呼吸織

式合処起する腕ω.."特性とりbげ動特色を評価する

ζとはこれまで幽床例で縦しかった そこで複々は，

腕盤内正の徒化."，肢に反映するとされる刷、ま密度

と呼吸滅迎から肺の動終盤を検討し，巡動中の呼吸陣

式と対比した

s 対aおよび方海

対象は心侠恩恵物)5例で則性 13 例。 k餓2例で~

る穆慢心疾W，1;trj慢血性心侠臥 11例と鉱張型心筋症4

例で。平均左蜜臨ω車踏切%.NYIIA 11 I : (1例

11:5例。 111: 1倒でb勺たー

"般小友室..と呼吸流'"関係

2Fカテ先マノメータとミナト鉱AE280tmい，滋

窓圧と呼吸'!I'を連続記録した 自民，>也盤庄の変化を

胸腔内庄の"，ttして代則した"。欄々の時吸散はお

付...小左，，，.と呼吸誕""の間隔を.0.06から 0.'
H，のランダムな周期のピープ官に~わせた呼吸で倹

討した". 6分間"極小立準震と呼吸総迎合 IKH!で

サンプリングした ζれらを .H，でスプライ〆補胞

を行い，岡附系列のデータ金作成した.呼吸像が変化

したときの鰻小友禽庇から呼吸稼巡への伝逮閥M 家

め， 高官d 附係"深さを squarωc仰，~，で評価し

" "運動中の呼吸敏・一自偽気窓側係

首富山監糊料岬.，附

{亨醐" '抑制補修谷 2酬

.. 動小の呼吸線式.検討するため.会例で心肺"動

負荷試験を脳行した漸脅負荷中¢呼敏徹 闘機気

~関係の度曲点におりる呼吸敏どー嗣"気量{図 ))V

よぴpeakVO.t計測した.

， ...降
級小定費:LEと呼吸浪速はO怖から 0.5!hの範闘

で0.'以上のlQuarcdcohcrc∞eを示した呼級数が

瑠〈なるにつれ鍛小左当巨匠か勺呼吸滅遺への位矧が浬

れる忠税金認めたそこで母犬位相退れが"，.米捕の

血管(Normal": N) 1;:特度以上の継者(()dayI'，I! 

υ}に分刻した両隣の伝文書位相は趨い呼級数ほど~.. 

した。絢院内阪の変化に対する呼.. 涜遣の留置化{伝逮利

鱒)I;t，同幹とも呼吸省院が構すにつれ峨火し.Nom:剖

g撃で有認に大き〈伝った(図2) 買勝ω年...左虫阪

ー回復気量(ml/m1)

12ω 

800 
¥¥..陶点

'" 
。
12 u

蜘

4
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" 倍速位繍

( deg.闘)
451-.....................................'" 

叫

〈υstc/mmHg)
0.40 r 

0.20 

伝ヨ皇制領時

" 

• • • • 
旬 N。同泊。場事

・Ddayl写

o 
6 " 

岬犠微(/min)

18 " ，<目

Mω師企"

• :p<O.OS YS NM 

図 2.'J'<<Uから呼犠海辺への云温飯綱と伝漉剰得(Norrnall院と恥1.. ，.1揮の沈滞)

出"に姥は信かったが Delay'"で晶体話動能が低〈

(N : 6.9:tO.2 meb. 1): 6A企 0.2，昨陀'an:tSD.p< 
0.05) 肺目的脈卿入E震が高い傾向はみヮた(N: 6:1:4 

nlmHg， D: 8:t3) 遡動ゅの千磁l'f(.-幽侠気居間隔

の夜曲A誌にお付る呼吸..に I~rn .blなかヲたが'N

27.0士1.0/min，1):24.1土2.41，Oelay騨の阿倹気

量刑."土46mllm'.D: 798:l:却.，，<(1.()5)と1<'

kVO， (N : 22.8主2.3ml!min/kl1. D: 11.4主2.9.

p<O.05)(;t No円l1a19に比べ有起に低侃でるヲた

s 勾被

心司会tJ.!.1者にお"る浅〈速も岬吸...制うつ血や怖

の線能化など蜘の補選的要因に繍備していると考えら

れる 今回，般小在室'"呼吸舗透か':.I!fりれた伝通

ホ憎から以下のこと念明らかと伝った。呼吸合唱いと

きに腕B室内正と呼吸に位相涯を認めた症例では庄の変

化に対する呼吸流速の槽加が制限きれた このようα
症例では実際の巡勤時においてもー回侠気滋，，'"加が

制織され浅〈趨い呼吸様式を録した かかる成績は商

川き量制..にま3砂る最小左京"'と呼園陸浪速の位倒が"の

卵性特性を反映することを示吸する

今後。舗々の心不全治鮮や中心血機臓の変動に4料、
緑小""圧かり呼吸浪遭への伝達特性がいかに夜化レ

湿動時の倹気応答に関連するか検討する必要が~る。

s 文献

1) Mar.m"n R舵 aJ: The work of b陀 athingin 

mitral批削除 ClillSd 1旧 13:137-H6 
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自転車ヱルゴメータ運動時の運動筋の乳殿産生は，

運動耐容能が低いほど高い大腿静脈血酸素音量で生ずる

江開ー彦川被辺重行問石井智香子" ~井忠3礎的仁科11携針

山口 M隆副鯵敏隆ー制鋼業武・;若様 PjOl 武安訣之旬

援Aド刷彦η 外山昌弘・白 石山笑樹川 山内孝義1剣

， "最
下肢巡動中の下肢の断。，脈血政策較盤はむ不全例

でU健"例にLtし大きい こ'"計得物筋への低蒋流に

対する，骨格筋のE捜索領取の光進による代償であると

いわれ日ヨる しかし，運動能力，特に好気的運動雌

カに対する骨柄筋の殿様綬取飽の関与についての倹討

憾ない我々は第G3回目本術調様字会シンポジクム

で， AT以下の定常運動において大腿紛限目捜索飽捕l度

の低下カむI¥dいほど A1が火きいことを報告した刊

す伝わち ATは骨柿筋の倣ヨ待機取能""鯵に閥越し

ている可能性がある

本研究の固的昨週硯耐老霊能を縦定する骨綴筋因子の

関与を評価するため。自伝単エルゴメータ遜動時の乳

酸i!l!U::骨絡筋の殺索後取との関連を明らかにするこ

とにある

， ，晴.および方a
:tHI01心機能の""な 8例(NC&f，年飾的土10

雌)1:.， ，(;線能低下例4倒 (CHF静..tf.1齢 58+6歳。

左宣脱出分薗 29主7%)であった

E盤位自転車五"ゴメ タにより lOWI:分の判断増溜
動負制.施行した岡崎に，火腿静脈内にカテ テル

を留鑑し 負荷前n主ぴ負荷巾 1分ごkに線血し。大

。之島戸協同鈎院

{守'"似'"水戸ili前倒f3-2-7) 
"筑抜大学臨瓜医学系内純
前岡...ヰ?系

町線護大学附属病院懐簾健室揖

"絶合守.. 桃議
‘筑波メ?，カルセン夕、一絹院内科

"ホ戸中央術院内斜

".滋包念傍線内側
"国主水戸耐事，内糾
l・1自立製作.. 戸健合.. 之内科

腿静脈血の勝司信分際，1iI!~官池.".および乳".，.を測

定し，さらに，呼気ガス分析により選動耐界自をの術僚

である換気附儲(A引を決定した

S結集

運動時の大腿静脈の自陣織飽"".の低下に対する乳目安

趨生の元造の関係金明らかにするため，大腿鯵脈血"

素飽組股あるいは酸素分Eを横備に 乳...貨を縦納

にプロットした(図 II 図 lに示した 3例以外でb隠

ぽ同線ゆ幽線が得られた これらの幽織は，乳酸浪a
がよ昇する以附の遂動早期(3士2分)に険業飽和"'と

厳司席分座が低下し 険議飽."賓あるいはa捜索分限の変

化が減少した時点(自慢婚飽制度臼土3%.酸訴分伍

22:1:1 mmllglで乳"，，，..が急峻に」闘すること金来

しでいる(乳般.，賃上昇に対する俊策飽制度および敵

策分配の鴎値)

この坑百貨浪H陸上解に対する臨調除飽和峡の附飽が筒値

を示す例ほど ATが低値を示す傾向がみられた{図

21 また NC併においてU 酸素分院の削値が商い

ほどATは低値を示した(r=-O.77.p<O.05) 

-1i.CJlf目標における機嫌飽和低めるいは何度集分庄

の閥備と ATとの聞係は.NC静での渇合に比ぺて

ATが低値を示した

S者織

運搬問に心筋滞"および骨的筋制使流は期加し，内蔵

血~は減少 't lo" 最高速9現時に"骨符筋血認は安静

時の 30~50倍にまで噌h削げるn. 処々の綾近の検討で

は.ATの 80%鍛度の運動でb 下骸臥泌盤は安静時

の 10、15儲に綱加した(unpu凶 sheddota)榊加した

血流は。下肢の，皮膚などではな〈骨格筋への刷混と

して分布するので鴻，."脈血の目捜索含量低下が少な

い時点で乳..，聖位が元巡する例l'.骨精筋，，"気的代
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一方，心....低下例で陪，健常例におWる骨係筋a度
調属製聴取艇と ATの関係より もATが下方に偏位した

これは心院能低下倒におWるATが.骨格筋駿鶏"取

能以外に，骨絡摘への低措置施や管機筋の釜縮などによ

~， 

'"出が低下していると考えられ.AT li低偵を示した

すなわち， u5t機鍛止符例にお防る AT1;1:筋組織の好

気的代2射能すなわち酸策担医取能に規定されていると考

えられた



り強〈依存しているためと脅えられる

Koikeら"。孟心機飽低下例を対象として。我々と向

機に大阻帥帆血酸"含... 倹討し。 r罰則自mumPO，J 

は関HkVQ，や ATとA相関したと報告している

我々の給機と拠旨る念、 これは筏々 陥や"fI!jf.常例を

主な対象としたのに対してKoikeらが心療8例を対

象にしていることなどによるものと思われ，今後の検

討を援ヲる

s結箇

週居眠耐毛芸能.とりわW好気OJ湿動能力ほ，中枢性の

酸総選館総 2付では毛主〈 迦動峨でq)At~障担聴取依に鋭

定されていることが示鴨された

心臓 VoL32 SUPPL2 (200:)) 113 
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微小血管性狭心症における冠循環障害と生検像

様山陽 ・ 清水寛・ 江波戸支賢・ 絹本通・

今回は f微小血管性狭心鑑に結ける沼循環目摩書と生

検像Jという糠砲で知事提させて刷〈が!もともとは

W叫<om陪 Xということで検討してきた例である

対象11.胸緬あるいは負街心電図鍵憎の糊査自的で

λ院してきた M附 'ovaSCI.Ullr1m伊川(MVA)40例L
対照Jとして NCAその他 10候L年院は.MVAが平勾

貯蔵，男".女 22例でるる。血者背去最として払安

"..から何らかの ST'T 異常を認めたものが22例

(55%)，負荷心筋シンヂグヲムで続い欠銅像を"例

(50 %)に，ペーシシグでB胸痛界規をお例(鈎%，.乳

酸虚生を 8例(20%)に認め，段大51"下隣悼平均で

2.8mm(V5)左司書明役低下を示した 本検討では，器

質性めるい健康縮怯冠動嵐疾風，1f膜症・高血圧性心

夜組，むS省銀"...尿病 ・内分泌性の代謝疾鰍，庖原

燐や先天性心鋭息等は除外して検討した

3柚は.24時間以上被粛を引t仇 Websterのカデ

ーテルを程僻傑絢内に伺慨して，冠静脈綱血滅愈

(CSllFJの測定と傑血を行い.，.行動感を濁定した診

断的宿泊テ テル検査を行 2て.正常冠動脈遺修像で

あることを信越後， l2iI:ま導心電図.モニターしながら

毎分>50闘の績俊で右房ぺー γング..分間行い，次

にエルゴノピシを毎分0，1n噂ずつ 0. ' 自~まで傍栓

し，緩いて倒鯵イソソルピド(lSDN)2.5 lTI)I'回動脈
内投与し，さらに ISDN投与後にも問団ゆ右房ペーシ

ングを雌り返しで，それぞれm負荷前後間心電図変化

や溜循撮動舗の変動を倹討し，最後に附心室(右重から

は3・..寝室からは 5倒以上}からのバイオプシーを行

って，定顕乞電顕で観務した.

代表例を示すが，心.. 能11良好で盛返動様1おもな<. 

左箆駆也君l!.It69 %.心係般も 3.0と正常各心内匡も

..大:-'11留が丘絹院僧..内向
仲間 咽1融珊副闘がほ 1湖

正常である.冠動脈逃修(CAG)よは 庄右の窓動脈と

も中間部以後の強い蛇行を鎖すが，硬化性変化松企〈

認めず，lE常1阿見である 心電図変化も特にみられな

いが，右房ぺーシング.行うと，スパズム等の拠与な

しにll.I!l. aVFおよびV，一・にか砂ての広範な領械で，

明らか主主虚血性 ST下降を示す エルゴノピン負荷で

は， 0.4 mgまで投与してもスパズム""夢きされず，

ISDN役与後に荷"同僚にベーシング金行うと，やは

り附織に著明な ST下降がみられる CAG上は会<lE

常所見を昼する こういった例での検討でめる。

Web~ter のカテーテルを用いた係栃釈訟による負

荷前0)CSsFは120ml/分くりいで。対..鮮左差はみ

られないが，ペーシシグを行うと対照群で1;1;187 % 
(342 mll分}の楢加を認めたのに対して MVA鮮では

1/3程度の 62%081 mll分)しか槽加せず.エルゴノ

ピン会役与すると対附"では CS13Fがやや憎加した

のに対して.MVA併では取ろ少し減少した。 ISDN役

与管長に再度ペーシングを行うじやはり同様に開閉聞

で街窓信差を認めた心筋殴素消費盤(MVu，)につい

ても， CSBFと関織な変動を認め，乳酸桜取市(LF:R)
についても.，例(W%)で騒い乳酸厳生.認めたが，

全体として陪低下傾向をみたのみであった ISDN役

与後のぺーシングでも同様であった(闘 J)

以ょのような所見錨果から.MVAにn'タる心電図

変化刊の説明がつかないkいうことで，両盤からの心筋

~.倹を行った 39 11:の捌佐例を訴すが。絢動脈の周聞

に銀総化を伴って中膜の平滑筋のIftM~とよる内曜の馨

しい撲小化を認めた{図2l 電磁で観撮すると.肉弾

往復"胞鳳蛇行会認め，その外側lに鰍胞内小務官の

粗穏な合成却の平潮筋.. 岨を認めている。光肺野見を

まとめてみる L 今述べたような小~繍動脈硬化所見

は，在盆では"例'1'36例に血管が含まれていて，そ

のうち 32例{ω%)の筒率に飽め。心筋細胞も対附併



園 t

と比ぺると有意に肥大していた 電顕観賞誌による毛細

血管の検討でも，内皮細胞の核や細胞闘の館大を認め，

対側勝と比べて有窟に艦大傾向を示し，内陸が後〈伝

っているという節織が符られた

以ょをまとめると， MVAでは4動脈硬化に加えて.

も却血管の縄常も加めり窓微小館環隊曹を-.，.保し

ていることが擢澗された

慮た微小循環隊容のメカユズムに附しては，小動脈

の楓拡的な.張.. 曹がまだまだ制強〈ある。このため

問憾な出例について.15例で'J，j!脈を鉱泌する灘剤を

冠動脈内に投与して検討した その1例告示すが，ア

ゼテルコリシ，エルゴノピンでスパズム同舗宛きれな

いがぺーシングで広範な雌血性 5Tド降を認め.，ヰ民

側の太い冠動脈金鉱霊する ISDN後のぺーシングで

もやはりそのST下降は仰制されない そこで，{，{ペ

リン ニコランジル，ニカルジピン，ジピリグそール

といった沼低銑胤管H応援する猿剤を冠動帳内役与し

てぺ シングを行ったが.いずれも 5T下降を捌制す

ることができなかった このことから鉱縁関容という

よりも密質的な小血管の隊穫がメイン区存従9るので

はないかと増えている 今の倹討では，冠静脈鼠内に

Fibcr-o汎陀カデーテルを胸躍して。その開院議飽剥度

の変化も連続的にそユタ して検討したが その正常

怖は 40土5%だが，ペーシングを行うと明らかに低下

し，細動脈を釘仮ずる薬剤を建内役与する， csの酸

心 服 Vol.32 SU?PL2 (瑚珂) 115 

図 2

3緑飽和~は71)-初%に慮で上昇するa九ベ シy グに

よっていずれも 40%台にまで低下し，心電図でも明ら

かに 5Tが下降して虚血性変包を防ぐことはできなか

ヨた(園町 心筋生倹では金例に先ほど建ぺたよう"

小動脈の硬化所見を認めた 以上のようなことから。

MVAにお付.心憎凶.tOJ!I.血性夜化の発現には，小

動脈の軍縮等によるa拠隠的舷援隊星野より も.器質的な

定微小筒環障省の関与が主体をなしているゐのと勾え

る

さらに，こういった地織した平滑筋細胞について，

平海節の分化マーカーでおるミオシン鼠鎮のアイソフ

才ームをmいて検討した 血管平滑筋に特異的に発現

する SMI 商分化型で成体震の平湾筋で発現する
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図 3

anli -酬 1 anti-SM 2 anti抽 a耐

S. T 69y M. MVA IV xl80 

園 4

Stlt 2 tdよぴ来分化型の凪管平滑筋で舜腐する非平滑

筋性ミオシンm銅アイソフ，ームG)SMemゐ(5M"rn.

hryo)の3樋領の抗体を聞いて.MVAnと対附鮮でそ

の8警視鎗式について検討した

まず型通りに MVAの診断を行ヮてから心筋隼績

を行い。先に述ぺた抗ヒトミオシン.tI関統体を鮪いた

陽刻統体訟による組織反応を行った 対照霊平(0例で

は， SM 1陥性，SMcmb陰性， 9例がStl12自民性だっ

たが 1例のみ 5M2陰性であった とれに対して

MVA 僻 25例ではふ SM Iは金例で陽性だったが

5M21120例(80%)で消失しω1例のみだが SMemb

の発現を認め， MVAでみられる中腹での平常筋の榊

殖性'"化kの関連位が示唆された(!AI4 ) 

以上から。微小血管性侠む鑑におりる胸痛宛現や心



"凶変化の出現は，心筋の筋周内d動脈ほお付る周囲

の線維化を伴った中腹平沼筋のE処分化(形質"倹)を伴

う拘留殖性愛巴による震鑑抗血管の器質的な~I堕狭小化

が主役原悶であると脅えられた

S 文献

1) Suzuki H.et aJ : Smal1 v凶 selpathology and 

ιJIil Vol.32 SUP門一一2 (2飢油)117

∞ronary hcmOl抑 制ηicsin 岡山川swith mi 

crovaocular angina. lnl J Cardio/ 1994; 43 
139-150 

21凪 l幅 「 ほか微d血管狭心虚の臨床病理像か

らみた術館白，d，凶丹官dic. 特集微小血管性

狭心症 1991: 8 : 193-2ω 
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Syndrome Xを疑う症例に対する心筋虚血誘発猷験

澗湾史・ 米，.-也・ 永芥飽~.花園貰希子・ 沖困孝-'北白蝦・

Syndrome Xの病闘は米だ明らかではないが.網動脈

νぺルでの窓動脈の異常が原因と彼定される-11

(Microvascular AnginaJが含まれでいる'm 組定さ

れる細動順の拠常としてIi，l)動脈硬化の温風により

生理的な鉱張反応が帰第される摘動脈硬化(Mi

crovasc凶larSderosisl. 2)血管反応性が異なる制動

脈附で血流の分間に不均ー性が生じる織協脈盗血廃象

(M!crova監ularSteall. 3)細動脈νペルにおWる冠

E動脈峻鮪'M問。"民ularSpasm)倉噛げられる制

s 目的

本研究の目的は，いくつかの負荷訴験を組み合わせ

ることにより Microvaseular A略 inaの痢図を明ら

かにし，それぞれの組側に適した泊自信法を辺侭するこ

とにある

s方法

対.:Mierovaぽ ularAllginaが擬われ当制に入院

となった 12人{男性 1人，女性 11人)償資に先立ち.

本倹去に伴うリスクを説明した上で全ての態省から

文書による承2告を得たまた.c.鎗錦鶏を服用してい

る渇合に同検釜の3悶前より。硝酸策握手段鶏の場

合には倹査前日より鳳療を中止した

倹漢方塗布大幅静脈よりぺースメ カーリ ドα
Ii， 6 F)を銅入し，リード先制をお心'"上縁に能〈右

人，..・9脈より沼動脈溜膨周カテーテル(ジャドキンス

タイプ"5 F)を搬入し， 左冠動般入ロ般に溜める.岡吻

デーテルを過して遜鋤脈仰減測定周ドップラフローワ

イヤー(FlowW・d・"O.014lnch， C~rdlom(!trjcs)を進
め.先端を庄冠動綱前下待鉱岨位舘に置〈 左鎖骨下

.梅道大字喰字.保理乱術陣内件?

内剛醐酬;.闘'"阿7了印

静脈より錫U込用のカテーテル，~ルテパーパス.5 刊を

鮒入し.諸静脈精肉に進める この後，図 1位釈す倹

査プロト，-ルに従ぃ.31U舗の負荷総厳{粛釧度右"

ペーシン久"パペリン8町左冠動'削除与。アセチ

ルコリン 1ωμg:!i:l冠動燃内俊与}を行ヲた 各負術献

般の前後に大動脈および辺自砂採調より鍵血L.それぞ

れの乳限値よりむ筋乳酸会長収率(MLU)を京め，負荷後

にMLUが負の鑑を示した騒合に山節虚血が生じてい

ると判断した [MIλJ= (I.a-I..c)!同大動脈乳限値

u..冠静旅洞乳酸億Ld アセテルコリン負荷鉱験仇

冠面的措院内に ISDN'f 2.5111l1役与し，趨彫にて.. 終確

認を行い乎伎を終了した 冠動線道修は，原則として

償金凋伽時と終γ時にのみ施行したが胸痛等の出状

が生じた喝合には適宜瑠膨を行った

鏑蝶判定商銅'.右房ぺーシングにて心筋"cm'負

のMLU倒}が銭じた場合には Microva総 utarSclcro 
sis.パパペリシにて生じた場合には Mic町 vascular

Steat.アセヲルコリンにて!tじた喝合には Microvafi

cular Spasmと判定した

s 結果

本検査を纏符し得た 12症例(男性1人."k位 11人，

平幼年自信58.5餓〉のうち 7名に M附'"相，Iar An 
.川越カ権認された(表けその内訳11.Stealが3名

翁M酬が2名品叫と Spasmの両方が信認きれた.. 

例は"協であった。また 12 liE例中2名においては，

心外様側の鑑動脈(Epicarolalcoronaty artcrylに "

鮪が生じ，週併の VasospasticAlli:inaと"断された

表2に 代表的な症例にお砂る各負荷訴級世時の MLU

を示す

S 考綾

hれcrovas削 larAnginaの縦四を明らかにすること
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アセチルコリン

"。川崎'20樋吋

パパペリ ン
8mg Ic (20M吋

右房ベーシング
問 山

" 
4 

" 

'" 
V 

上
旬。

v
vv

v't 

乳酸採血

盟血f高速測定

冠動制造影

体血圧監祖

負荷

心旬閣記録

倹査時間(min)

M"鯵断のための多段階負荷蹴昼食プロトコール

連続"症例の検査結果襲 '

図 1

"人

5M.5成
身世，>女性 u人

働

数

年
者

幼

別

忠

平

性

。MV.-clerosi" 
MV叫

2会断

ヨ

3 

2 
2 

2 

'"刷間
MV .t.al and叩 ..m

Va50spastic ~山

叫I>tw"1叫

症
心筋現鳳摂取車問LUI

例
心肩ペ-VY1" パバベリン 7 -è" 1 ' ~レ コ 1) Y 

l " 
。M 49.3 17.4 .l~ι 10.6 31.4 "‘l 2 TM 的F 34 . ~ 2~ .6 H札。 1t6.7 。。 .1.0 

3 YQ MF 41.2 4M.4 51.5 -62.5 15.2 ~， 

4 T当 S .... 17 ，9 12.5 14.5 -62.1 ..， -16.9 

代表的ト'"症例 Zおける各負荷危樋受刑復での心筋MI穆師事表 2

している とする報告や アデノシンに対する悩抗作用

を待つキサンチン誘噂併が MicrovascularAn昭聞に

有効であったとの報告が信されτいる・川今回の検討

では，Microvascular ~示。'"闘 と帆出される症例は認

められなかった 多くの位例では商頗度ペーシングに

伴い関車プロック安全住じ，心拍数が覆11ちとな勺たこ

により。それぞれの症例に通じた治療法を選択するこ

とが可能kなる CoronaryFlow R笛 εmの低卜した

Microvasc川ar Scler関"に対して肱β遮断寮が!

Micmvaocular Slla四四に対してほ過鎗の冠穆縮性狭

心僚と同様に仁ata抗藁や盟問酸繋が街効と考えられ

M応 rωa誕川larStcalの先生にアヂノ νンが関与る
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とから。 ペーシングが心筋仕事a訟を拘留すに十分な負荷

となヲていない可能性が考えられる.アトロビンの的

投与でより雨続aベーシングが可能となるが，アセチ

ルヨリ y 負荷による 5pa桐 の倹砲が不可能となる

今後7 向調度お弱ページングのかわりに.ドプタミン

タ静観盤与を MicrovasculnrSclcro凱舗の検出に倒Uる

た俗の検討がd治安と思われる プロトコールのさらな

る改良を進める"舎に，本続安の結集に基づいて各省定

例で選釈した拾疲皆同衆期的な効果についても験訓告

観砂る必要がある

s紬筒

本研究から，い〈つかの負荷試験を組み合わせるこ

と区より M附"包誕ularAnllinaの原闘を特定でき

る可能性が示された

s文献

1) Ke川 p HGJr: Left ventric叫ar funclion in 

阿 Hentswith the叫 同Isyndrome and normal 

conmary a町giograms.Am J Cardiol 1973 

32 : 375 

"白川on RO. et al; LimIlωωronary flow 

r四erveaft.cr dipyridamole in paticnlS with … induced……" 
Cir印刷cn1987 : 75 (I) : 163 

3) Chicrchia SI. 11岨 Frai<a蜘 G:Angi泊料u>

nnrrnal ooronary arteri四 d将 帥S弘 path... 

，h問。 ogyand trealn瑚 t品 rHmrlJl輔

17 (suppl G) : H 

4) ElI!ott PM訓 al: Eff.ぽ tof OTlll aminoph)'lline 

in patients wlth angina am! normal coronary 

arteriogr潤ms {cardiac syndrume Xl. Hetlrl 

1991 : 71 (紛'"

日 L.回目aGA，et 111 : E町民tsof b釘niphyl1inc伽

，，=関 testingm pat崎川S則 thayndrome X. G 

fωI Cardio/ 1抑7:27(1)印
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運動負荷心電図偽陽性ST下降例における

冠微小循環予備能と心拍数 ST偏位解析指標との関係

県君事利彦事 前原和平・恨本 修・ 渡部梓・

三絢英介・腐坂卵j・丸山徹夫・

む"膜舶用震に有意の侠喰病変を認めない運動負荷'C'

電図 ST下降の成因に関して陪未だ明らかではない

が，理面命的にほむ内岨下層の虚血であっても ST下

降は生じ得るこ左から.窓予備能の低下による心内膜

下虚血を完全には否定し得'"ぃn"そこでよ記の定義

にみあう心電図 ST下降例においてω錨数 ST偏位

関係の負荷中負荷後の指11""/::.冠予備能との関連に

つき検討した

s対象

非定型的騎衡を有し。 トレッド ミル巡酌負荷心電図

土踊性とヰ判定され。 波動脈進彫上有愈狭窄の認められ

なかヮた 21例を対象とした 年齢は 59土10飽白男性

21例，女性6例であった

s方法

診断的忽動様造彫にで有窓狭窄のないとと4号機"し

た後，D句lpler-tippet!Guide V町"を左前下行後活位

部に留践しt 平均鰻大脳'"流速[AveragePeak Ve¥()C. 

ity(APV) 1を連続的に濁定した冠J!'"断商積(CSA)

l;l Cinedensitom凶toricAnalysisを用いて求め，溜血

割程量は以下の式を用いて算出した

遜血演1.'"(APV /2) xCSAxO.6(ml!min) 
冠導管血管4号館張し。その彫容を除外した条件下で

の溜微小血管の予備織を見る目的で，ニ トログリセ リ

ン0.2mgを左冠動脈内応 3附秒か付注入?注入後の

APV値を Baselineとし，内皮非依存位銘袋物質であ

るパパペリン IOmgを左冠動脈内注入しで最大沼血

球量を求めた パパペリン遜院後の級犬溜血流賓と

Basc1ineの沼'"流震の比を冠予備能と定義した

鍋島.立製単純大"1術創

内蜘 1閣制柑叫"

トレッドミル負荷劃験iま目印刷訟にて行い安務時

から懲大負荷時 .での ST下降(dST)と心知数憎加

分との比， .dST!HR(μV!bpm)を負荷中の憎標，最大

負荷附k回復1分時を結んだ直線の勾配を回復勾配

1M，足 R問。、lerySlope， 角度)，安相時と最大負荷時

を筒んだtUii:回復期の複線のはきむ角を回復係数

(Recovery Index，角度〉と定義して回復刻ヒステリシ

スの街標とした(圏1) 筒果は寧均健全標箪偏差で示

した.有意差ほ t検定を用いて被定し。p<0.05以下を

有意とした

g結果

トレヲドミル負荷試験にお付る級犬心納叡1;1:147土

J8 bpm，最大 dST1;1-0.21主0.07mVであり，.dSTI 
HRの平均f;l3.0土1.1JlV Ibpmであった年齢と最

大心拍数の附には有湿な疋の相闘を箆めた(r"'-

0.73， p<O.Ollが越予備能(4.2+1.5)は，年自信との

相聞を認めなかった 図 2Aに dST!HRと溜予備能

の関係を示すが。商4警の問には欄闘が認められなかっ

た 方 Recoverylndex (図2B)および MaxRecov 

ery Slopeと遊底流予備飽の聞にはいずれも有窓な網

開が認められ，冠予備能が火きいものlまど回復期の反

時計回転ヒステリシスが大きいことが示された

g 考東
本研究の結累は程予備能が大きいものほど回復期の

反時計周転ヒステリシスが大きいニとを示唆してお

り STl'聴の有無にかかわらず闘復期反時間回転ヒ

ス?リシスが抱予備錐の指標となり得る可能性を示唆

した

5給需

太い冠動脈に狼唱を宥きな "も，負荷時 ST下降
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1996: 37 : 865-87S 

2) Vrints CJM， Bult H， Hitlcr E. JJcrman AG 1100 

Snoeck JP: 1m阿 redeOOothelium化"叫ωt

choli1町'giCcoronary vaωdHation in p.1tien旬

with an.c:t"ina and問 nnalωronaryarteriOgI"3m!l 

J Am ColI CordinI1992: 19: 21-31 

制、d

J 

向 trocardiogram

with an{!i晶、l

….= 
を示す症例は偽絹性ST下降と b呼ばれる そのID.園

として忽微d血管床の.. 流予備能低下に基づ〈心内膜

下虚血6主主たる俊序ではないと考えられたが自復期

ヒステリシスには冠予備能が欄与する可能性が君示唆さ

れた.

s文献

1) Chen ]W， Ting CT， c剛 C1.叫 .1 白 .ron3ry

mkrovascular dy印刷 18as!lo山tedwith 



3) Okin PM， Klig凶eldp， M出理rMR， Goldstein SA 

飢 dLind三浦IyJJr : IIcart ratc a(]jush鴨川tofST

関?:mentdep即刻onfor reduction of false p.剖

tive e尻町内'"批問削ωe…
in ansympton:前lCmcn sc除enedfor coronary 

artcry d田 asc.Am J Card"，，/ 1988: 62: 1043-

山髄 Vol.32 SUPPL.2 (2償却) 123 

1047 

4) Okin PM， Ameisen 0 m叫 KligfieldP : Recov 

ery-ph箇拠"は"rn凶 ofST凶円gmeoldepre:鈎 0010

けlChca.rt ratc domain. Idcnti自cotionof coro 

naryaはcrydisease by the rate-recovery 10011. 

Circula/io" 1989 : 8附 5~~ -541
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{微d、循環障害の核医学的検討

皿井定義・徳凶術・近隣武・元山貞子・黒川洋・

省罰敏也・ 安保着陸""，野村雅則・ 菱岡仁・ 模造怯彦・

1 下肱の反応性充血の織医学噛倹討

〈対象〉

急性.(..鏑便進4例，高脂.. 佐 1例の合計5例で平鈎

年銅1148.4.1&すべての症例で，両鼠筏'"で血管維沓

'"質取せず，下院の胤庄の左右釜は認めなかうた

〈方法〉

被験者は臥位にて，ー側大腿進俊郎を.フ!E2OO

~H，でS刑問廊血した駆血解除と筒岬に前腕から

タリウム lllMBqを静注した 5分後から下腿疋薗

像を硲像した E血0・"と反対側に関心領峨金設定し，

lピクセルあたりの平均カクントを求め臥血側と反対

由同一 _.一個
."" ‘a 2・'".. 

臥"‘'....，"" u .. ‘.. ... 
圃' .... "市 M 2・.‘"，. 

同月叫， ....，同刊 ・ ι'・..・2・"喝，

.，の平均..，ントの比を算出し。 ζれを反応也充血

(RH)とした{図"

〈結嫌〉

RH 1;1: 1. 92.....3.30 0)~闘で.動脈硬化の危険因子が

槽加するにしたがヲて RH怯減少する傾向であった

〈袋"

〈考鍍〉

従来，反応惨'.1t血に関してはプレチス毛グラフ法で

測定した前腕.. 概震で評価されて8た しかし.測定

方法が煩織で，熟練した厳者が行わな狩れば略現笠が

低いとされている 今回検討したタリウムによる .. 倣

曹司川園酬 H 岨 U 圃 帽

" "‘""・ ‘i "... .. 臥且.. ‘'". ‘ ..，骨"・.... 
同 曹司， .. ‘ 日 ".. ..・

.・"...... ，‘' L・II '1T官~， ".. 

~， タリワム下厳直，.~ンチグラフィの勘凶民舗の郵国
左駆血解陶磁後，右 ...間後

.悩晴噌術生大学館君津節循欄鹿内ド"

何冊1192 .'胴脅酬醐..，鮒
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位例 性別 作4胎 たばこ 心筋便" 高脂血橿 領尿病 高血亙 高原隈血出 反応位決温

男 初 。 。 3却

2 3十3+:斗
。 o I ，.~ 

3 O O 2. 18 

4 3唱 ~ 。。 。 2.15 

s 男 .1 。 O 。 O O O L~ 

図 2 ATI・負初旬心筋シンチの燭e・プロトヨ ル

o.剖自由.(CO)，心由カウ〆トと Ci'Rの関係

症例 |酬 |輔 |病名 .師陣舟7>ト

1 ~ ち日2 ~心症 "日19
2 女 " 狭心癌 235.・'"
3 男 " 心簡艇溝 nω" 
4 M 6η ".心症 1041284 
、5 女 ~ 決心催 官42182

血滅シンチグラフ'"筒艇であり，再廃位は高いk考

えられる また僻果で示したように.合併鑑の楢加と

ともに RHは低下し臨床的にも有問と智えられた

ただい本検討で総症例段が少なししかも対粛正常

務が検討されていないこと，タリウムが真の下肢陶総

量を表しているか検討していないこと伝どが問題とし

て残9 た

<"置〉

タリウム下肢血滅シy ナグラフ '"通常の心筋シシ

チに簡単に迫加可能で.米相血管の反応犠充血の野価

方法止して有用であると考えられた

2 思予備能の核医学明畿財

。サ象〉

狭心使4例と線IH性心筋梗泡1例の合計5例で平

均年齢はお歳

ATP，I.r "ント 安静時ι。ATi'CO CFR 

E昌4843 棚 ，，~ 1.67 
235229 2970 3577 l.20 
23開73 3附 4師 l.35 
192同盟 醐 '"弱 l.46 
73醐 1 2抑8 '~6 l.26 

〈方法〉

安静時にTfωQMllq飾注し。 10分後に安静時

SF.ι寸 (SPOC1'1) t:織像したヲlejl!eATPを

0.16111.砂 kg/minで役与し. 2分後に Tf600Msq飾

桟した。さらに 10分後から負荷附+安俗時SPOClを

鎗像した負荷崎+安働時SPECTから."砂防

SPRC1'を減算し.負荷神SPF..CT(SPOCT 2)とした.

QGSプログラムから安鯵時および負御崎友盆容積抱

様も算出した{箇"

白 川 岨Ty fo'low R閣内e(CFR)の計算は DR2/

DR1=C2/Clを前提として.CFR=CF2/<ιF 1= 

C02xDR 2/CO lxOR I=CO 2xCUCO 1 xC 1か

ら算出した(Distributlon RIIte: DR. Cardiac伽 t

put : CO. Coronary Flow : CF. Myocardial Uptake 

白 unt:C.l安併問.， 負荷問)

<1皆様〉
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聞 381.EのdiPrricl."¥l1e負荷シンチ

在 S長~...有負荷時
馴~晴也~.，当街崎に，.領.の取り過み摘見の 段椅.認める。

CII[(ば1.Z1J-1.67でるった 安紳時に比岐しfHoiJ
時には COは，.，.レているが.CI;l:bずかに榊加した

のみであった〈様2)

<"按〉

遮予備制'IJ安僻時."胸脈血，.とa最大佐観時冠動脈血

涯の比(血塊鼠鳩加率}と定a獲されている 従来から臨

時;でIJ"婦県内に調廃物を注入し.tIow wi陀.周ぃτE

動脈自流適度の変化と して研究されて8た しかし

向。..時"院自的で。 noww・"の位回と方向。側慢

の閃同国..広省銀1lII.iJ.!F.の変化会どに問題があ9た.そこ

で緋恨血鮒に震予備胞をW鋪するために 今回の検

討を行 当た今聞の検閣は preliminaryst凶yであ?

しかも立術鮮の倹針がて"れていないため明繍な乙と

は宵えないが，勉血al民m加率は過去の文献で示され

ているほど高〈なし本畿に問題が内有する可能性が

示峻された TfIJ.心筋僚般車が低いため.血総が多い

ほど...を過d静価切る傾向がめり これが問題点と

場えられた 今後IJ.心筋綬取司鮮の向い引で検討する

"'f~である

'"語〉

ATP ft耐 n心筋シ>~による沼予備髭"評価念

行令た 本法から算出された冠動様血龍網目加率低予怨

された依より"似で.定量的に居予備...榊舗で..

いかもしれないが，抑俊織的で.簡便な方主義であり。

さらに倹討する価値があると考えられた

3 二次働乙.，..長R患の心筋微'J岨酒眠障書の繍医学的

検討

〈対象》

膨甑繍 5例(SLE4例.PSS 1例)ゐサルコイド-

~^5 例の合計 10 伊乱 平均年船団関雌ι

〈方法〉

安静時にm∞MRoを俗践し. 1珂間後に安静・8

51'以汀.縄悔した その俊樹pyridamole(()IP)O.16

時 Ikglmin引分関役与し.3分後に TfI醐"Ro

静践し. 1時時間像に負荷Oi&'SPEl.， i"1I11ーした
く結果〉

SLE I;l: DlP負荷にて 4例中 3例で府見が故笹し.

1例で感化したI'SS怯O¥P負担eにて所見は不安であ

った。心サルコイ ドーシスは 5例中4例で}腕見が改替

し. 1例で不変であったt闘"

<"星野》

D¥Pにより心筋シンチ所見が故暢した"例"窓微

小血管の.. 能的狭ゅの拠与が考えられた 感化した組

側は.D1Pによる _ 1現象の関与が宅えられ。底値小

血管より中枢倒での後曹が考えられた 変化刈 信い症

例は すでに心筋".極化している可純憶が考えられ

た

〈絡調〉

陣原綱 心ザルコイドーシス信どの二次性心街密集憶

のω筋隊第の病旗の犯極には diDyrldamole負荷 Tf

心筋シンチが有mと考えられた
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Syndrome Xにお砂る冠微小循環機能の評価

温動負荷/安静由 Te-tetrof.ωmin心筋鎌取何回加・HIいて

辻本豪・ 樽木成ー郎・ 大西ー男・ 山 辺 絡・・ 償，"光宏"

5 目的

従来より遜静脈洞カテーテルを閃いた検討では

S戸叫.TomeX')Uにおいて旋物，週S抱負荷，およびペー

シング刺滋に，すする窓鉱奴能が低下し，冠循環予備絡

の低下が見られるとされている釣刷 この所見は Syn

drome X '"における稲々の心刺副総に対する冠循環の

反応伎の低下を示唆している しかし燈静脈洞カテ

テ川端銭的検官主であり. ζれらの検受合噂床的に

汎附されることは園躍であり，非侵環的な冠徹小宿環

樋能の静偏狭の幽現が得たれていた "々は-T，

tetrofc樹l1in(.以下TF)湿動負荷/安静む筋 SPECTよ

り，負荷"の安静咽からの心筋鰻取嘗釧率(sMyocar

dial T.制 rof.民 minUplake : .dMTU)を算出し・l働 こ

の指標により SyndromcXにお付る雄微小循環綾能

の非侵線的解儲金銭みた

s対象と方建

対象 沼目的旅..綱島にて有意挨唱を認めヲ，冠掌縮を

訴処しえず，負荷問む電図にて 1mm以よの 51'低下
4是認める Synd四 meXf"ll例および正常"10例を

対象とした。

方法臥位ぷルゴメ タ にて多段階運動負荷を勉

行した運動負何時および向術後に:分毎に心電図を

記録した また。心電闘計とオンラインで量接続したプ

タグ旬草子興肉離続装置(SCM-21吻}を用いた心拍数IX

紬)と ST-segmenl低下(y幡}の凶係から ST/HR

1，叫p"を求めた さらに遺働負荷時にミナト係科銑製

Aε-211<1・RM300 ATデータサンプルシステムをmぃ

神戸"'巳・両院内叫

何回償却断噌ゆ央区'・.富村一回

・・同声';I<:1j!1li!司，.司自 1内桝
t守師。OJ7 1oTF'市中央区綱引日}

breath by breathにで呼気ガス分併を行った 遮動負

荷時および.4時開波書.. ，にそれぞれ TF~ 3河

MBQ.740MBq静践しそれぞれ心筋 SPEClを鎌像

した 宣伝併時像より濁動負荷時間障をサプトラクシヲ〆

し補正安静時微を求めt 役与"繍Eを行い，逝動負荷

持僧し補正盟主静時像のカウントから.dMTU(%)t' 

((組動負荷時'"カウ y ト 補正安飾時融カウントII縮
正安併時保カウントーJ)x 100のEえより算出した 左

宣全体のd刷TUとともに注目障4・H緩(前娘，中隔， 千

壁。後側量産}におげる局所.dMTUを求めた

， "県
1)閥解聞で年...性胡，血清コレステロール，血清

中性脂肪.body m~縄 ind仰は差を認め4旨かった 負

荷宮崎a最大心拍数 rllle pre弱I，lfeprod凶 tは正常務にて

Syndrome X fI!に比し有意は商備であったが.ll火酸

策調陣取，.は阿部潤に"を認めなかった{墨色 11.2)左賞

金体の.dMTUl<l:iE傭榊:22.3主10.8%， Syndrome 

X鮮 12.9:!:5.4%であり..dMTU はS卯 dromeX 

鮮において正常許に比し有窓に低値であったω〈

0.05)(図1lさらに.dMTUを選動負荷時1<.~~~与の

rate pr開陀 productおよび心鈎般の比で除した値

においても岡野聞に有意F鳴を認めた(p<O.05)(図

引 3)局iJ(.dMTUは左盆各錦織で下墜をBおいて

S，怜dromeX I!i!にてlE#'障に比し有意区係阪であった

が.両鮮とも各領減問で.dMTUに翠を認めなかった

(図 3).4)心筋 SPECTの視覚的評価ではiE鎗鮮では

漕拠欠織を認めなかった しかし SyndromeX併にて

3例(27%)に心筋SPECT上，可逆性欠繍を認めた

5)遡動負筒幽俊樹の ST/HeanRale loopにで S"

dron絶 X聴で冠動脈侠恩応終徴的伝ヒステ νシスを

卑した症例.認め《旨かった
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現 1 適量船負荷問..ょ~"働時血行動脇

HR MBI' RPI' "可制x""umoxy軒e叫 uplakc

c 
b ".8土12.7 103.4主12.6 117抑 土28η

15.5土... 
d 146.5主10.5・ U5.0主14.7 配制暗主4939'

SynX 
b 72.~土 13.3 107.9土17.4 107田土油田

16.2土..，
d 133.9士13.7皐 134.8土19.0 "'''土4491'

F c 切同lw似Jp，SynX:S何 dromeX BfOUP， HR : hea円~，・h引Imln) ， MBP: mean 

b ∞""鴇脳陣刷onllll).Rl"': rlllC prc醐 Irt"1'<刈U隠し m制 imumOXYKOO uptake(mfl 
m，"刈:g).b 民 foreexerc 皆、 d: durillJl exercl隠 ValUC!lam mca.盛土SD.

* p<O.O陥

S考察

今閉g是々は運動負荷時とま毎柳時の心筋への'fF療取

の変化事を定盆化した 遜酌負荷時と安静時のCt:筋の

extraction fractlonが否定化しないものと仮定した k

!， dM'fUは窓血班/心鍛幽量比の変化率を反験する

ものと増えられた的削

本倹討でS刊 drome X 11撃にて疋昔前対側勝。z比し d

MTUは有"に低値であった.また正常対照群と 5"

drome X群で運動負荷昨春の殿山酸紫蟹取能に有溜塗

を胞のず.阿鮮にお防る巡動負荷量はほぽ同額度であ

ヲたと考えられ，との 4MTUの低値以運動負伺に対

する冠鋼週震の反応性が SyndromeX鮮において低下

してωる可能性を示唆するものと考えられた.

さらに左室舟所では，下壁を除〈左盆各領域におい

て.:1MTUはSyndro町 X鮮においてE常対関税に

比し有窓に低値であった また左重の各制犠測に d

MTUの有窓盤を毘めなかった 以上より S卯 drome

XI容における.:IMTUの低下陪ぴ慢性の心筋血縫の栂

嘗による可能性が示唆された

従来より SyndromeXにおいて建物.よぴ心房ペ

ーシングにて窓鑓環予備能の低下が報告されてい

る'附 しかし生理的生心削訟である運動負荷に対する

S卯針。町 Xにおける巡繍酒慢の反応についての報告.

少な".石原ら川孟忽飾脈網カテーテルを悶い.Syn. 

drome Xに必いて遍動負荷に対する穏健環反応の低

下を"めるとしている dMTUを巡動負荷に対する

恕繍環の反応性の翁欄と考えた時，この結線陥我々の

成閣と一致しているものと考えられた

従来の.."でほ冠動脈疾患患者では ST-lIea礼

rale loop上，選動負荷tt:ti悶りのヒステレシスを昼ず

ることが多いとされておりへ続々の対象例は ST-

licarl ralc !OOPょにおいても冠銚可憶を有する症例t
は興なる ST-Heartfate 1001'.1:.のヒステレシスをAー
した白

SyndromeXにおいて安婦例経の過緊張."，を稽嫡

~MTU 
(%) 

5 

0 

f 
且三2主

1 

Control group Syndrome X group 

国 1 iE，*"(ωnl~ol..r側酬と 8yndrameX (・yndrome
X区'Ol>p)の左寓合体のLlMTUの比調度

(%) 20 
18 
18 
14 
12 
10 
8 
e • 2 
o 

o.MTU/HR rati。
FJL「

c Syn X 

企MTU!RPPratio 

F L 『

c Syn X 

岡 2 E常甥'Clと Sfndrllm・X"(8)'h X)のLlAITUI
HR ratlcと.dMTU!RI'I'ratloの沈般

HR r8110-(週動負荷略。勉敵11<安静時心拍徴1.
RPPral;o=(温動.筒J31Rate倫明'"針。d関，Ji
{安僻縛Ratel're館urcI'rodu叫
• p<O.05 
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必
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口 control

. ，~叫romeX

5 
o 

i日

する綴告もありへ交感紳径を賦沼化ずる溜働負荷刺

放はSYlldromeXにおける恕微小循環の報提能異常の

評価に有用であると考えられた

5 まとめ

以上今聞の検討により嗣Tctetro印 刷in(以下

TF'鍾動負荷/安静心筋 SPECTより求めた捌傑であ

る心筋a聴取創的知事により。.:;yndro明"xにおける運動

負術時の冠循環反応を#慢礎的に評価 しう る可能性.

示唆した
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虚血性ヨ青変部位における ACEinhibitorの

心筋血流と CFRに及ぽす影響

羽目国大輔・ 野ぽ隆司・細川l了平・ 平井拓・隊'"光・片岡一明・

i saekgTound 

ACE inhibitor{以下 ACJ)は.m管りそヂリングを

も鋼町制するとの報告がなされている また， coronary 

11()1I' rcscrvc(以下CFmが3儲以下であれば，何らか

のmicrovasculardisea艇が存在するとの報告もされ

ている"そこで，我々は雌血性心疾息(以下 IHD)息物

にお砂る ACJによる心筋血混と CFRの彫稼を検討し

た

!i Methode 
15名の IHD患場においで↓'N-AmmoniaPI!T(安

静時と dipyridamole負荷)を縮行し， ACI役与鮮(7

名)と非投与静"各)に分けて，心筋血視量と CFRを

IHD病変郎位と非病変fIIm:に.いて検討したDipyr

idamole負荷は， 0，56 n沼 k，を 4分間か砂て静脈注

射し，その3分後に画像収..を行った 尚，恕動脈趨

修にで mruゆrcoronary I¥fleryに，，%以上の有志狭

唱がある心筋部位を IHD病変節依，信い心筋部位を

IHD非病変鮒位として定義した。

!i Results 

EF 11 ACi綬与鮮の"うが有意""仰を示した(般

与税非自佐与併=55.6玄11，3:70.8主7.3(%):p= 

()'01， (四'"全50))(羨"

虚血部位の安静時心筋血前1.は.ACI役与鮮のほう

'"ド役与群に比べて有窓に低織であヲたが， CFRは有

密室監を認めなかった(心筋血"量 !役 与鮮非役与

M=O.56+0.14: O.87+0.34(ml/min/g): p= 

0.03， CFR;投与静非投与勝=1.64jヒ0.54:1.5凶土

0.74: NS. (mcan企5D))(図" 非虚血郎位では，

..犬字大学院医学院円兜斜繍環鮒@学鵠鮒

(守剛 一醐 7京開制問掛川原・fω

AC九段与砕と非投与野の心筋血涼とCFRに揮はなか

コた(む筋血流量役与酔非役与静"'0.94土0.37

0.94土O.32(ml/min/gl: NS. CFR 投与際非役与

野'2ω土0ω2，08主O臼 NS.(mean:tDち))

~ Summary 
1: ACI役与鮮吻lまうが，非役与鮮より EFは待望ぎに

低値を示した 2 虚血病変部において， ACI役与鮮の

ほうが非投与静よりさを鯵時心筋血機量は有鷺に低健を

示したが。CFRに有意位差を認めなかった 3 非虚""

病変滑において， ACI投与君事と沸役与酵の安併時心筋

血流量と CFRに有意な差を認めなかったが， CFRは

3.0に逮しなかった.

!i Cond凶側

ACI投与は，虚'"病変節般の dipyridamolcに錯す

る冠動脈の coronary 針。"品~rve を改脅している可

能性が示峻された更に，抑狭窄部位におリる CFRの

低下は溜動脈に mlcrovaほ Ular副総'00の存在を疑わ

せた
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.シンポジウム「心肺微小循環樽書の肝価と負荷闘融」

総合討柚

野原(fl!長} 本日発決していただいた6人の方拡!

いずれも 'ow四回~.の低下がやはり虚買

なキーでめろうと いろいろなモダリティに

よって検討されているわけです 我々がー般

的に考えま 'tt.侃ow r，民権~が減っていれ

ば普通考える狭心症という範鴫のものに入

るわ砂で切から，典型的には"性で商船習に

多〈。予後が砲事い とこるが.Syndrome X 

というのは，これまで報省されているどれを

とっても大盤女性に多し判~却代で左脚

プロヴクの場合に限り子役が週明い左賃われて

いますが，予後が般的に良い.Pプロツ均

は~.り効かない しかも，h，剣 pamが非

常に typical であるというものU少~<. 
4是々の知っている観脈a硬化牲のものと怯ちょ

ヮと追うのではないかという印象舎待つので

す それについて.では佐ぜそのよう信一般

的な動脈硬化情筏息と進うのかという ζ窓見

合 まずa最初にお人ずつお越して'"こうか

と思います Syndromc Xはf10wrl'SCrveの

叡阪がある それは鋼製質的あるいは俄能的で

あろう付れど。どうも普遍の狭ぬ療と違うの

ではないか それはなぜなのかということに

ついてのご自身のお勾えを述ぺていただきた

いと思います，機"晴生から.酬いします.

厳山弘は以前から小動脈硬化所兎がおって，

Aeetylcholil'犯などの負荷舎やってむ"俗m

は金〈誘発されませんので，先ほどから何人

かの先生も内皮機能，改替ということをおっ

しゃっているのですが，内皮の鍵常..もと

もとあまり存在し"いのでは伝いかと考えて

おります

野司..，座長} 先ほど阿山先生からも質問がありまし

たが予後が。先生のスライドを見ていると

淡珍U;tJ';!かし凶ですが もっと思〈伝っても

いいので"ないかと思うのですが，ほとんど

鹿畏縛図渚(日本啄料大学第 :内科〉

野原崎司(京都人「F廃合F研究科循環術館庁)

適〈ぞま句住いというの仇ど ζかに何か村燥

な版図があるのでしょうか

厳山 そのへんは躯しいのですが，治袋としては先

ほどからお勺しやられているような βプロ

ヲカ やカルシウム指，，，.です器本的には

lach)'Card凶にしないような績を使って治復

しているのですが ACEinhibitolを俊ヮて

いる患者さんもい虫すが，今患でに lω例以

上に， t:抑制C沼!なのは先ほどの'"例ぐらいぽ

のですが，その周辺括経胞を含めたような検討

で )00例以上のケ ス告経験しているのです

が，どなたもaだ亡〈なっていません 5状

がiIIる方が 10-20%ぐらいの方で見られま

す

野原(座長} 棉湾先生はいかがですか

浦湾発表のlれでも述べさせていただいたのです

が.WI1告としては銅動脈硬化ばかりでな〈宋

紛の即a~m や stcal ;1!jIいろいろ仕ものがあ

ると思います.しかも胤ーの雌闘ではな 〈い

〈っか，.なヲて生じていること も十分るると

思います先ほど緑山先生にお聞きしたので

すが，おのような未納病変が全てのパイオプ

シーサンプルの全ての血管にhるわけではな

し非命に不幼ーだというお話合いただいた

のですが。そういう意味では，そういう節分

は案外量tealを起こしやすい母墳を作ってい

るのでも孟ないかと思います ですからそうい

う倹後もしてみてはと思います

野原{座長} 先笠のととろ隙罰'''''皿であれば.m， 

crovascu町のものでもカルシウム錨杭難役

与でかなり銭獄あるいは S1'低下を改脅する

のですか

鴻薄 "例徴方少伝いものですから断定的信ことは

胃えませんが。少な〈とも先ほどお宋しした

創出置の若い女性の掛合にはカルシウi筒抗

剤で当初胸痛はほとんどな〈なりました



野原{臨長''''博先生はいかがですか

黒海枝々の対象としていたものが， 一般的に言わ

れる S，叫剛， xでflow時間暗色て

いて，女性が多いという対象鮮と進うような

のです一応遂動負荷のぬ隔性がありますが，

典型的な胸衝というかたちではありません

しですから足畿とした SyndromeX応対す

ることとして肱婚しいと思い忠すが，そうい

った渥動負仰のむ電留の偽陽性幹，心電図が

織住ですがエピカルドに4央省側がないような位

例畑孝に測して.flow re腎~，が務ちてい~<

て..'"に近いような状憾ではないのでUない

かと感われます

野原(座長) 皿井先生，いかがで切か

血鈴 自分の印象としては。濁質的な病賓と慢能的

な病変のどちらが主な原因かという ζとは.

桜医学的には今の段隣で怯なかなか鑑別が思

しいよう伝嶺じがします結論と しては，両

方がやUり関係していて，個々の態省さんに

よってどちらの勧股がより強いかという違い

があるので憾という感じがしてい草す

..."座長) しかし.先立:も組制，¥'r凶，m の制限が

あると言われているわ砂ですね 般的な錬

uhEと違うポイ yトというのは何?しょう

か我々が見ているものとはかなり鋼.".温

うような気がするのですが いかがですか

皿弁 SyndromeXと町¥etabolicSyndrome Xが

関与して，Howの制限が〈るわ紛ですそう

いう代謝開沓が何か働濯している可能位はあ

るかな之は思います

野原(座長) 必か仕か習しいところですね それで

は辻本先生，いかがですか

辻本一般的な娘心経とどう途うかということです

が。機序について隊よ〈わからないのですが。

我々が集めた症例というのは 3つぐらい典型

的な決心症とは追うと思います原初に運動

負荷時の心筋際取自怖が低下していることと。

七竃図.見で俗やはり ST-Heartrate I∞p 

にて偽陽性パターンを示す。めるいは少な〈

とも右回り0刈樋性パタ ン告示さないという

縦9制全てでしたそれから，心筋 SPECTの

所見を見たのですが，欠10.体も〈っきりと

'"るのでUな〈 穆'.の欠倒が山ているとい

うζ とで.虚血があったkしでも侭讃であろ

うと考えますし，下"に"捌が認められたこ

とが大館分ですので allcnu凶tionの凶係も

めったりして。災陪にその所見をその..信
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じていいのかどうか懐疑的な面があります

野原"包長} ありがとうごぎいます払のととろも

グルコース Pr.Tで約半数は取りゐんでし底

いますしかも VESTという綾織を使いまし

て濯動負荷を鍋砂ると!確かに一般と退ヲて

墜遜Sぬの低下がある ですから虚血にすれば

かなり昔話が合うのですが，合わない部分がた

〈さんあります ..m先生，いかがですか

構図 a最後に示した l盤例がACEinhibitorを入れ

るζ とによって r閣内Cが改借したという位

例です。機序としては米併といいますか制動

脈νベルの内皮機能不全を考えaす ただ，

その観能不全の際困としては側々の恒例によ

って違っているが1 中には.typicalなH向精舎

訴える bのむあるのではないかと思います

ですから。動脈硬化経病変で組.る掬合むあ

ると思いますし。もっ kそれ以外の機質的な

変化で飽きる場合もあると思います白

野司原1m畏) ヘテロジユアスな集合体であろうとい

うことでしょうか先生が示されたのは，磁

かに有窓越動脈狭窄があるような痕例でもE
常部分の日ow re舵 m は惑い。その理事分の

microvascular di鎚 .00，併合併しているので

はないかということですね

岸関{座長) Flow 陀即時減少の"'"について触

れてみたい".いますが殿山先生の験合に

は動脈硬化という話があったのですが，全身

の細小鋤'慢の動リ脈硬化はどうなっているので

すか

厳山 官、は例えば術院や瞥鯨の胤管隠見ていないの

ですが.ああいヲた負荷を加える前の血行動

態を見てみますと，関併で金〈塗がないとい

うことで.全身性に来ているのではないので

はないかと場えており志す.

算韓国{座長} 微小舗環陣書院，全身的な函での績"

も必要だろうと思いますそれから.Synι 

drome Xの組側で殉作中に ST上舛...め

る例が出てきています戸，"先生が 1併2年

に面白文金谷かれでいますが.その第 1例目が

ST上昇例です そういう窓味で.nucrovasト

cular印刷~の考え方を少し変えていかな妙

ればい"ないという印象を符ヲています こ

うい勺た鉛例について。峰山先生は伺かご経

験はございますか

峰山 払自身は何年か前に京衝で~りましたU横倒

学会で.S1'上易を示す例と ST下降告示す

例防倹約ということで。 10例ちょ っとぐ勺い
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で，奇襲したのですが，それ怯通常のエピカル

ダ4アルのS例御前金合併しているケースで

プ...ペーνング舎やると STが下がると

いうケースで。やはりバイオプシーをやると

小邸調様化所見U認めて'"ました

蝉調{厳袋》 よ"の例の.文を処てい.，とパパペ

リンの注入で IIowが'"嘗するのですですか

ら グィ νタト盆収舗が搬小循環に".てい

るだろうというとと信のです 本日位前滞先

生が録後の例で梯術にドラマチッタ"例を幽

されましたね あれほ STIi!下がるタイプな

のですか先生の例では.パバペリン..変化

令か"と邑いうこと4訟のですか

温調. よ〈知られているように パパペリン金窓詑

し.すと STνペルが定化した 1)，Tltが敵

転化したり Zというこ kがよ〈あ，.すので.

ぞれだ"でM・M・.判定するのU思しいと思い

.す 42の出例bパパペリンを負倒したので

すが.fIow reli訟れ活肱全〈ノーマルです " 

lま印刷 "州 問で now向ける削

恥wの状腺に対してパパペリ y が9既製ある

かというような検討はしておりません先ほ

どの..動隊，白エピカルドの coron~ry tの
側聞についてはI 以前に倹討したととがあり

傘ヲ.忍動脈内:J.:I-(IVUS)を.. 行して.プ

ヲータエリアがペヲセルエリアの30%金鍾

えた喝合k鍾えUぃ‘合で llow陀穂円ーに

遍いがあるかどうか般討したところ，金〈肉

じでした このことから，必ずし心細働峨と

エピカルドのωr<maryの動脈硬化の造"の

M!II:It同じでは令い，.，弘われます

埠図{雌Fを} 儀後の例"何を使9てコント包-NtI
"ているのですか.

淘湾 当初カルシクム鮒銃剣告側っており .した

が， 111，1事ぐらい経って外来に来り"て.. 

z例痛が"1婚してい愈ず。

鰍図UI:AJ U:々の鰻念が少し変わってきたという

ことが胃えるだろう k魁います そζで綱掃

先生にお側Sしたいのですが，先生'"つの

タイプf:j;.，し・9ていました" それぞれ

臨隊像に，，1ftがありますか

酒量・ 症例.."少α〈て駐しいと'"います

州国{鰍長〉 九大の同色利先生の..~をみ.すと。

microva挺 ulurttlli:i聞は安併憾に"きると

嘗いてありますむ.会例が~峨鶏で列作が故

笹してい.， で唄から.5T上界のタイプ

と，それ以外のタイプには."依g院に~がある

と'"ぃ.ずそれから，少し訴が，，~.すが.

S戸叫ro明昭Xに闘して守 .. 近メタポリフタな

s，，，附耐 xt鶴岡していることがあり.

す しかし.あるところで"'ンタしている

と冒え卑す。例えばメタポリヲタな 5"，

dro刊胞 Xには h""同muli間畑凶が関与して

い.， そういうことをヨ起きUめてい..す

と。 coronaryton凶にも彫容し傘すしそう

いうことで非倫に才ーパーヲヲプしていると

ころがあるという ζとが分かヲてきていま

す 今回はそういうところ忠で償対怠れてい

る免生方ほおられまぜんでしたが.皿井先生

の頃合健二次伎の心麟疾ili'U幽しになヲて

い.したね こういう bの...いわゆる心筋

.，イ.プシー信どで微小..欄0)陣轡色いうの

""こまでわか9 ているのでし&号か

皿弁今回倹討されている篠例tJ;， 811:術旭パイ，

プシーはやヲていないのですが。 4リルコイド

シスは，マイオプシーをや。ている症例もあ

り事す ，.本的に1".小鮒'"隙等与の阪闘が膳

質的松山曽狭靖之関縦約な血管郷市の2つぐ

らい"分かれるようで，経過からヲると何か

血管炎のような扶習志があって 当初".. 能的

信技喰だったものが徐々 に酒贋的"'夜明院にぞま

り.心筋の線維化.'"ζすのでほ必いか色考

えます.

鰍園{住民，..拷先生の場合...少し'Ulb1i8うよ

う盆ニaアンス."妙たのですが.辻本先生

が曾bれたように.ST励。pが皮肉"闘摩

である掲合に.. 偽調陽性でM とのこ tでした

が.5，刈romeXに近<t.rtutルーゾ肱ジグ

ザグの方向をとるということでし8うか

..，. かた%に"制しては述べていま"んが，金体的

伝タイプをf'，質的なむのから見ると やはり

反時計四りというのが旭川"的α州e露でして，
かたちに倒しては-，院に怖と b冒えません

鰍図{縦長) 先生の症例払い"ゆる傘舟箆状"何

か~り.ずか

a臨海 そうい，た全身の訴えI.mにありa‘企んでし

t， 
..図{附録} ぞれから，訟僚の副で皐漫な"舗がめ

ヲたわ"ですカえ噌凶先生0)峨合は ACE則t
省刑で庭園時B康俊忽のある例でのE安保躍動脈の

とζろが ACE限有機で良〈なるというお訴

があったのですが.ACE闘を与謝"どん.....

Cすか

治図 今回同7例の催例に閉してはνニペーx老健



っているのが3例，ロングスが 1例 エ』ス

コールが2例 それと bう1"AlJI;/:~弘前を忘礼

てしまったのですが，パラパラな薬を使って

幻りまして。どれか 1剤に統ーしているとい

フわげではあり虫せん

帰国〈鹿長) 先生の考え方で俗，内皮慢能が改遺書し

て〈るというお誌でしたね例えば高血圧の

盆例などで，皮膚の網小山管の."手が ACE

阻省鋼を焚捌に使っていると改普するという

報命がありますね 先生の慢序で，小動巾慢の

肥厚が改醤して告でいるという考えもあるわ

砂Cすね ACE阻沓裂でblipoph!l!c伝もの

が動脈の肥聞に効〈という論文が出ていま

すそういう点について，いかが守しょうか

繍関 まずひとつ思うところは，いわゆる SH穆と

COOHA誌の話があると思うのですが，今回の

7人に関して言うと.そういうかたちで分頬

できるだ付の寮どとの縦例教がありませんの

で曾えないとは思い虫ヲが.ACE inhibitor 

の効様としまして，ひとつはAιEinbibitor 

告飲むことによってすぐ現われる効果Lω
不全の島容さんなどで6カ伺. 1年というか

たちの予後を見るようt..::，慢性的に効いて〈

る効果と大き〈温鍾翻あるように忽います

!1Jow rcscrvc~'すぐ 1;:J込〈 するというよう

誌かたちの場合は.どちらかというと盆紗胸

伝効策で現われているのではないかk患いま

す.そうしますと内皮働能の改替については

プラジキニンを介して NOが出さねて血管

が広がるというような級協の作mが大き〈膨

宥しているので"ないかt考えております

滞図{座長) 湖理事先生合寮網の畿M予のシ.ーマを示

されましたが.鍛近"Rho kina隠の考え方も

出てきていますね例えぽ脳血管の叩a酬の

予防にアァλジールという繋がありますね

これは Rhokinasc inhibitor金んでザね こ

のような幾剤が有効であるかどうかコメシト

~りますか.

満場使えればいいなと思いますが まだそれは検

討の俊輔だと思います

樽闘(H!J毒) 今まで払ど"1;1:Card!ac Syndromt X 
tいう考えで，心..に限局して物容を"てい

たわWです ところが。失3ほど申しょげ.し

たように hyperin冒凶neml;tがあったり，例え

ば最近ですと細胞hるいは平清筋レペルの

Na -hydrogco clCchallgc (1)元選が趨きてい

ると.全身の魁状が.例えば食道の機能典常，
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あるいは呼吸が非常に迎〈なって〈る，そう

いった非官官に偏&した症状カ勾IJて〈るわけで

すですから，ひとつの全身腐としてのCar

diac $yndrome Xという捉え1;1;1今後の方

向ではないかと考えてMります そのへんに

ついτ録後に先生方に。今後の微小'面積の線

えフちについて.あるいは検査誌も含めて，ぉ

}人ずつむ話し聞いたいと思います それか

ら，本闘は時間の都合よ あるいは研究会の

目的ではありませんでしたのでむ健闘変化の

機序については観えさせていただきます

織山 弘以ただ一人密慣的な"待を強調したので'

が.ζれに倒しては不明金点が非常に多いの

ですカ九先ほどから曾われているプ弘人グルー

プの江原先生遣のグループは.NOをプロッ

クするとああいう組踊変化が出て〈るという

ことをおっしゃってい草して，動物実敏です

t L-NAME伝どで 1週間ほどプロックす

るとマクロファージが内ば実に似て8τ災記反

応が見られる それを 4週開ぐらい範付てい

ると，ああいう線維化を伴うような平滑簡の

網殖が見られる という ことをお勺しゃってい

まして，必ずしも舷張反応の隊様だ"では説

明でき合いのではないかということをおっし

ゃっておられました.

浦湾今回の弘遠の検討では spasmやstealとい

う館』艇が中むだったのですが，当然細動脈硬

化也生じていると思います 問題は，今使っ

ている私達のプロトコ ルが残念ながら網動

脈硬化を検lUで8る隠どの感度が留いという

こcだc思います 心B艇の仕事患を綱やすよ

う伝負荷検査をこ札に持ち込忠ないとい砂政

いのではないかと思っております倹釜法左

しては 2辺りあって，厳然として Sylldrome

x あるいはm問。.，罰則];tranginllの邸者さ

んが外来に依こられるわl'で。そういう患者

さん舎早期に見っWて治僚に拘ってい〈ため

には，会るぺ〈弗侵'礎的な.. 査の扱うがいい

と思いますので，やEまり民Iや今お訴にあっ

たような倹査をどんどん側諸してい〈ぺきだ

と思います もうーカで，本当の娩序を見つ

Wるための倹霊祭ゐ必様だど思うのです.その

ために峨多少侵陵伎があってもどんどん街し

いテタニッタそ入れで，例えば宋紛の血管4佐
官捜見てみたいと今泌っているところなので

すが，その上で負柑検査を行い。偲剤耐レぺ

ルでどういうリアタシuンがあるのかという
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こと岳民てい〈のが量"ではないかと思って

布。車ずー

鳳珊 SyndromeXというの"名前の遇。いろいろ

在ものを含んでいると思い虫す，本日お話を

お聞きしていてもいろいろな成閣があるtぃ

うこ kでー実陣Syndron司 X自体の自ちんと

した区分"というか革捕に沿っτSyndron珂

Xを区舟付しτ明らかに定差しないと，いろ

H ろなbのが台車札て..す.そうい廿た商

でいろいろなbのをごち中量ぜにして且てい

るようなこと bあ9ますので，そこのへんを

きちんk区分附していろいろなものを評価し

てい〈ことも大事ではないかと思います.

皿井 今回払はいろいろな検査の，棋医学を使った

方法論に闘しτぉ訴しさせτいた"いたので

すが， ωronaryHow r，酎e刊 Eという問姐は非

常に難しい問題で，本当の真。置というのは

どういうところにあるのかがまだはっ事喧し

ていないと.，よいます.いろいろな調定方法が

ありますが，やはり崩軒的には非俊輔的な横

査を聞いてそういうものが測定で者るといU

と帯えてお Oます，今後b槙医学のほうで

11011' reserve や反応性充血等をやって \olbt~

いと聞っております.

辻本 韓4の検査誌だげで S，同1m"百 Xの，カニ

ズム由'bかるというの岨なかなか贈しいと思

うのですが，本法はかな唖非侵蝿的であると

いう ζ とで掛り返し行えるということで，倒

えば最近Circ叫ntlonで， NQの基質であ晶 L
アルギニンを長期投与すると内皮楓捕が回復

したとい守克報告がありますが， ，匝剤を投与

して，その.. 剤の効巣鴨j症といったことをす

ることができますし，逆から見ればそういう

ことで，堕するにメ量エズムがある世度瑚蝉

で寄るようになるので凶ないかと考えτv，

ます

増田 弘主しましては，内皮観陪が割いために起こ

ぅ τいるのではないかと考え車す，そうする

と，必ずしも躍動脈だr，0)内皮蝿能が悪いと

は言えないk皆吉んも思ヮておられ晶 k思い

ます.例えぽnn#先生がやっておられた下肢

の hypercmi~ を見るというかたちで，全身の

内皮綱貴艇を見てい〈のb 全身的な侠思のひ

とつという方向性からい〈といい方訟ではな

いかと思います それk岡崎に，倹笠Iま大き

<2締領に分かれて〈ると思います ひとつ

は非侵展的な PETや級医学などを依って俊

費および何らかの約織の効燥を見るという万

民."と岡崎仏先ほども需bれていまし

たが業備に Xの見解出ゆ術観告側るために俊

鎖帥に，心筋だ"ではな〈下肢の血管も含め

たパイ.プシ】省どで組織を処てい〈 という

方法と，大き<2徳鎮どうして 色作裂すると

'"います鎗艇がJに SyndromeXの銅悠がわ

かってし虫えば俵拠"'なMl'tt中広して俳侵

a礎的信険機で子役の経過信どむフすローして

い〈というかたちがいいのではないかと思い

ます

..図{座長} どうもありがとうございました だい

J鴫問が迫ヲてまいりましたが，フロアの先

生方から何かヨメ yトござい卑健んでしaう

か

循図{大阪医大'!l内斜} 側弁先生にー首v尋hし

たいと思い.す勉はサルコイドーシスとい

う症例を.入れになるのは不通切だと息ヲて

いて，例えば防"'荷で SLEはいいのですが，

ザルコイド-;.<スのようなS例を入，もると

心サルコイド自体を"考えになってみても側

単にわかることなのですが.才E車駅む器保るしl

ぞれ以外にも。この信仰"不安だから防外で

8ますが.やはり不重度B院が来たり全身惟の袋

周訟の網合は除外なさったほフがいいと思いま

す SU;の喝舎は話が企〈別で ζれは{コヲ

ジ3巳ンインジスア y ジャイデス》というか

たちをほとんどの治合がとりますからこれは

別なのですが，サルヨイドはやはりお省きに

なったほうがいいように思い傘す

織闘{艦長} 網図先生にひとつお聞きしたいのです

が，S卯 oro例理 Xで女性物併の心電図の変化

について窓要なポイントが何かございま守

合、

緬図 今度 fコnクルビーナムjという纏誌の7.
号に"紋ぐらいの8色んとしたνピa ーを

書いたの守すが，日本で行bれている運動負

荷試般というの".かしすぎるのです女性

も男性も必ず同じ震をかけているので女性

は金鰍濃いまして， 40代， 50代.ω4弘 S地位
に比ぺたら 80%， VQ2は全然違うのです.

それでむマスターの辺助食荷説破だ"が"

%引いてあって.桟り拡金郎ー絡なのです

私，繍虫れましてレピaーを省いたので，い

ずれそういうものカ外閣から輸入されて。日

本陣外闘から繍入され住いとだめなので

とて'"ヲきりとした理由aを向いてあ



るのですが，女性の制自由は初%ほど負荷置を

下げ往いとだめだということを衝いてあるの

で，私は男女ー絡で閃じレースをやるという

のほ全然なっていないと思っております 同

じ負荷盤をかりるというのは大夜会こと必の

で. ，目性にはサプマキνマムなテストであっ

て，.女性にとってはマキ y マムのテストに

なるので怠味のないことだと思っておりま

す

鯵鋼(崎長) S)llld問問Xの静断に附してはいかが

ですか

構図 大変姥しいので.今までは女性についてとい

うことで大体の概念が出ていたのですが白本

闘はいろいろご鍵緩いただいた例数を見てお

りましたら "も女もかなり多いですし捌

慢の場合それでいいのかなと思ってみたり，

少し混乱があります ただ，もう少し宮わせ

ていただ@ますと，血液の滅れそのものを。

術調掛を専ザ唱にやっておられる方が傍きんき

食うんとお考えになヮておら九伝いので，血液

というのは血管の中をちゃんと現れているの

で.シェアライト，ずり応力のきちんとした

かた色で奪えないと窓味がないように思って

おります

縛図(隆長) 本自の先生方"発拠はずり応力，含ぬ

た笛でもあるのですが，時間が伝〈て討訟で

きませんでした 他にございますか

片桐 Syooromc Xというのは微小血管の(鮒理学

系的}信拠，震がめるものとそうでM伝いもの

と，やはりかなり混乱してディスカヴシ"

きれている'"うのですが，そういう中に，

m川叫U管の侠患が起きる肥大型心筋tË~どで

すと非常に厳しい微小、血管の陣繋がほとんど

全例に飽きるということで，徹血管の術魁

というの，，.た退った意味でも考えていかな

砂ればいけ必いと思います それから，微小

血管の全身の臓器に伺かそういうものがある

か伝いかということで文献舎ひとつ髭んだこ

とがあって.それは mic::rovaso:.:ularanginaの

続例で，肝鳴の微小'"智に同じような病変が

あるというととを読んだととがあるので，か

なり全身的な病変のひとつであろうというこ

とが曾えると思うのですが、あち ζちのパイ

'C'臓 Vol.32 SUPPL.2 (おω) l3i 

オプシ をするわ砂にはいかないので，まだ

そのへんの検紫がで台てい普いと思うのです

が，犯なないいよげいな鰻g略的な繍査もで

きないだろうということですね そういうと

ころでうま〈わかる検企必があればいいかと

いろ印象を符っております

帰図{座長) 他にございますか

戸山先ほど時凶先生が紹介して下さ勺たように

こt問閣は日本では鈴木先生が背書いて，そ

のころだいJ叩かれたものです f沼蝦脈狭事

がないbのは袋む症でないjとホワイトきん

が首ったという ζとで日本でだいぶ叩かれま

して，かなり苦労したのですが，やっと少し

わかってきたような気がしますただ本自

のデ円タを見虫すム 機山先生のところで?

と割と高齢の方が多いですね様々が知りた

いのはやはり ~O. ~O代の女性がどうであるか

という ζとですので，そのへんをもっと粛べ

ていただきたいと胤い車場

縛閤{麟長〉 時聞がまいりましたので，まとめを市

し上げたいのですが，このような微小側環隙

啓."に Syndro倫"Xに関してで噴が，その

中でもいくつかのサプタイプI サプグループ

があろう k考えていaす本自の験釜訟で依

げていたのは例えば神経"'放性の凶子.特

にこのような術矧にはカテコ ルアミ〆，交

感仰経系の活性，.<非常に修響しているという

ことも請われております盛遜働の変化乙つ

いて，Syodrome Xでは。誘発時 j;:;wall 

tbicke関陣は隠とんど変わらないか，あるい

はむしろ肥厚するというデータがあります

ですから，婚予備備は務ちでも心予備絡はむ

しろ良好であるというのがこの疾風の特徴で

あろうと思い志す。 先ほど片桐先生も~.，し

φい重したが，全身疾患としての'"監づ砂

あるいは MetabolicSyndrome Xとのリ y

タということから今後は検討していかな砂れ

ばいげないと思います それでIi.炎時聞に

わたりましでこのシンポグウムにご多加いた

だきaして，舞衰の先生1i，会喝の先!1."Ji.
どうも~りがとうございました とれで"7
いたします
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非虚血叫心疾患における Twave alternansの

出現と心臓交感神経障害との関係について

原初雑彦・清水昭彦・・ 小野被・久保誠・山脈俊彦・

大村昌人・ 阪塩和男・木村征概・ 百健康総*伝情益徳・

T wave altemans(TWA)はi 心.. 図にて形の退う

T訟が会互に出現する現象であゆ，致死性不盤脈の予

淘図子と胃bれているatしかし，未だその明確盆凶現

.. 序"不明である ーフヲ，心臓交繍縛喝の除神経は。

致死性不整腺ω附現に関与すると言われている勧そ

こで我々は。非虚血栓心疾患におげるτ、VAの出現と

心線実感神鑑障害容との関閣について， MIBG安仰心筋

シy ヲを周いて倹宮守した

s対象

庖捕虜出J!ゃt当初心筋νンずにて虚血性心終息を笛

定した 30例のうち。週量動負荷法にて心拍数を上鼻させ

てTWH測定し， TWAの判定が可能であ今た 27
例全対象とした(袋1) なお...尿術等の金a告の自律

伸佳隊杏を来たす絞患は対.，から除外した

s方鎗

TWAの測定は虚位制官omelerによる造防負荷に

て心鈎散を土葬させて， Cambrid版:e Heart靴製

CH2民聞をmいて純行した TWAは， altemans volt 

"'"が】'，v以上かっ altern拙"山が 3.0以上の

TW^ 払~.，.I時もし〈は 110hp'n米漢の""数で出

現し始め.その心拍獅以上でTWAが仰観ずるものを

繍位とした MIsG安僻心筋シンデ 1.1， N:与 15分後

{早銅像〉と役与 3-'時附後{後期像)に正面planar

像を織像し。心践とよ縦備に ROIを設定して早期除の

H/M!"む{以ト e-H(M)と後銅像の H/M比{以下 d-

111M)を求め，さらにTack-gr。山川補正と滅表補正を

行って washoutratc(以下WRI金続出した正常値

山口大学医律館館2内利

同 問屋館情報知

何時醐叩1If-J'.I+I-I)

は。 H/M比が早期満・後期像換に 2.0以 t，WRがお

兇以下とし.Ml匹の諸?首相瞬時て師範囲こあるむ

のを正常墨，早脇陣よりHlM比が低下するものを除

神経盤。早期像のI1(M比はJF.需であるが Washoutが

先進して後燃像のみ H/M比が低下するものを Waslト

。"先週視と定義した(褒2l.また，早朝安静臥床時血

中rω'"川間phrineB!i'.(以下 NE)と心エコーよ り"

''"出場(以下 EF)を爾足した データ解街は TWA

の測定締娘より間性若干と陰性静の 2DK分l:t， e-HI 
M， d-H/M. WR， NE， EFの各指偏について unpa吋 d

t-tcstを矧いて.. 制比般を行勺た

製 E 鮒a
{症例敵} 陪苦 炉=l"4} t-J} 
~" M8， F5 M 10. F~ M 18， F9 
斗:齢(薗} 田 6土21.2 広'-'土H.753. (土17.8

拡直盟心断置 6 。 6 

肥大'心筋症 2 4 6 
高血圧世i.'頓息 3 @ 3 

弁阪銀術後 2 3 

"し 8 9 

a 2 MluG所見による句"符思と TWA所見との側Il

Ml田
|叩計合計

e・I-I/Md_H/M WR 陽性陪

11:負荷m • • ー喝 l 12 13 • -ー
ー噂 。

除神恒星
& & ー・，

ー
。9 

w先a山進. 司 ι ' 3 4 
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国， TWA所見と能指揮との比較

e-II/M・単聞悔 111M比.d-Il/M:能開i担111M比， IVI(: ¥¥'a曲。01rate， NE: norepinepb円明血中踊
度.n-:売買駆山車

s鯵果

TWAの陽性例{陽性稗)は'"例。険性例{険性僻)は

H例であヮた(表"疾患別に検討すると舷袋型心

筋."例を合む EF50%米粛の心般能低下例は 9例

全併が陽慢であり，商血民性心疾MH3例全例が庖位)

や肥大型心筋箆"例巾 2 例が陽性) ~容の肥大心でも脇

佳織が高組であった

TWA所見と各御原安比較すると， e-H/M. d-H/ 

M.正Fは俗世群の1iが有gに低値であったが W{(

NE 1:ま両則明に釜を認め伝かリた(閥 1>.M1BG所見

は心機能"下の膨轡を受けるため.EF50%以上の症

例{闘 lに.で示した)に限定し Z比絞しτb，e-II/ 

M， d-II/M. W民， Neは同様な修lfI砲を旦した また

これらの務指標のうも d-H/Mが両瞬間同 overlapが

織も少仕かった

MIBG所見による""分類と rWA所見との関係

を比較検討した{表2l同性瞬間例のうち自例が除神

経型.3例がWashout冗直型を集し.陽性鮮の多〈は

除神S毒剤であった。これに対して陰性群M例のうち

12例ほ正明信型であった後刻惜の 111M比は陪位鮮の

大半を占める除怖経型と W制 houl充造型の双方で低

下するため TWA出現の綾遺伝子測....であったと

れよ 9TWAの出現に j;t.:1'.として除神絡が関与する

が， MIllGの W樹 houtの冗遣は交感神経活性の花道

を反映する之されて"り ー郁に交感神経活性の冗避

による脳性例bイ作在すると魁われた

B考.
{(，回1m，川ら"は."侵'礎的に検出できるμVνペ

ルの TWA測定が，数死怜不被服出現の予測に関し

て，侵眼的な心臓電気生理検査と同等な有用性がある

ことを緩告した一方，弁上引唯動物峡験にて作製し

た心臓f交感神緩の除神経郁は。ノルエピネフリンの役

与に対して過剰に反応して{山nervlllion 制問問、i

sitivityl，健常錦より有効不応朗が短縮するために不

応問の不均ー位。噌大して心2醐伽唱婦さt喝〈伝

ることを桜侍した Sた Mitranlら"は非慮血償心疾

応におけるむ京銀拍臥者では!高頻度に刷所的な除仰

経を反映する MIIJ(;欠鎖が認められると報告したこ



の後に TWAの出現と心様変強鮒艦隊奮は，致死牲不

整脈患者に然遺して鰐め切れる所見であるため.後々

肱非虚血性心疾廊にお付る TWAの出現に心臓交感

俳鹿嶋容が関与すると推訓し，MlBG安僻心筋シンチ

を用いて倹討した

Dae ""')0).舎にてヒト移衝心の MIBGJ廃績は.投

与後耶賜からほとんど留められないことより，除神経

がある雀例の H/M比は早期除より低下すると思われ

る また.運動や臥.l!Lから鹿鋭への体位変換により.

m中ノルエピネフリン調度の上昇と共に MIBGの

WRが檎加することより.WRは安感神峰活性を反映

すると考えられる・1 これらの絡告より。本研究におげ

るMIBG所見のうち早期像より H/M比が低 Fする

除神経璽で11.安感神鑑来絹同ノルエピネフリシの枯

渇による心臨交感有働経の組終低下を裂すのに対して

早期像の H/M比は正常であるがWI1!hc回の光巡に

より後期像のみ巴1M比が低下する W.拘机は克遊軍

では，逆に安感仰経活性の克道を意味するk考えられ

る 本研究の結果より 除神経ゃヨ迫感地蜂括性の光逝

を認める魁例では，致死性不鍵脈が生じ易いと考えら

れるが.交...神縦陣容がTWAの政槍的な原悶である

のか，ぞれとも交峰神鑑際沓1::TWA の双カが商働直

に出現しやすい何らかの病領命洋子校するのかを判別す

るためには，今後の更なる検討が必要である.

S舗爾

非成血性心疾m!:お砂る TWAの出現に，輸神経と

突破愉緩指包の1t巡の双方の因子が関与するこkが示

唆された
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Impulse応答関数を用いた

自律神経験能評価の試み

上即刻，..山崎陵介・ 彰敏酒量・ 住民家洋・ 守田盛・

倉凶千弘" 償山精子・・・ 渡辺裕旬? 大樹京 T 商図利之"

， "・Impulse 応答闘食生は安倫時適定された RR側隔 bし

〈陪血1I!.i'H に自己聞知モデルにより，各"RR附

附，，"互の関取を蝕定し 次に各々に眠時的に 1とい

う外侮入力が与えられたとき， RR側凧血圧が循〈で

あろう変化をシミ aν』トずるものである 横山らは

このシミ品νーシ.，が炎陪に負却をかけた仰と商い

相酬があることを."ーした" .た inl1l¥llse応答関敏

のあるパラメ m タが HRVC心伯変動}創価の州側とな

りうることが鰍告書れているn

5 Imp川線路箸燭量産

RR附附時系列を刷，)とし，次歓."係散を a(k)，

E実差分t'Z(りとすると.自己臼備司Eヂルは.

R(ο=払 川氏(t-k)+Z{t)

こ乙で Z(t)に，，，仰 I~ 関霊堂 Mtj = I(t=O) ， O(伸。)を

代入し，

1m，叫鎚俗答11'徴。ま以下に定着'る

R(t) '" l!a(k) R(t-k) +8伯(位。)

R(t) =0 (1<0) 

ζζで Imp¥d鍵応諸問散は単に以下となる

R(O)=l 

附 4ω)R(t-k)

s 目的
I mp~憎め管関数により.交感神経薗断週属。刷会感神

経遮断獄を附いて，自律伸佳懐能評価.行う

柄.医S層大..，内純
《守 ~31-ll92 孫自決市制R町%刷3
・・ヤ γハ鍵..唄センタ
・・・名古盤市立大写E輔工字.
T割程抑制即

"大同工，膨大間コ明

s 対..・方君主
"健常男子8名を対象 2)0'.誕".，. ωtでS分ず

つ山L1W ノメ トリー}とむ電銅唱陸連続記録する，3)次

にプロプラノロール 1A(Zmg)静注し岡織に記録す

る"これをさらに 2回繰り返す日後日，アトロピ

シ'A鱒注前後で問機に記却する

これら記録より算出さねる心鈎 ・山居変動の各

impulse応答関数以οから.以下."ゆる(l)RHI 

(rapid HR I附 rea叫が0)"(1:(叫の制 ωPower

想定嶋閣までのg伯Zの面倒平均ただい盤定時間

(TR)は土gω)110までの時間 ωTP(turnlng

似川t): ~厳値の"

s ・青果
各角度に舵ての薬剤負荷によるむ錨(RR)のPower

の変化.示す{図1).箱ひげ凶は舗のよ辺が15%.舗

の底辺が2出%を示し.絡の~の太い線が中央値を示

し，上のひげが上限を下のひげがド限を示す，0は粛

の"い状111.a 1 1;1:磁般アトロピンが IA俗注された

状織をZ慢している ，0 他省院のない扶1tI.p 1はプロプ

ラノ"-~が IA静注された状般， P 2 1:プロプラノ

ロールがil+2A紗総された状態 ，3はプロプラノロ

ールが計，^'ゆ注された状績を表している O'におい

てはf'owerは猿酸アトロピンm注により上昇'るが

p=O.062と省窓迭はなかった プロプ，ノロール計2

A. 3 Aでは有窓に保下している""においてほ

Powerは健餓アトロピン飾注により土採し.p<ll.Ol 

で有窓であったプロプラノロールU1A.ZA.3Aで

はコントロ ルに比ぺ布窓に低下した 60'では磁厳ア

トロピン静注により土鼻するが p-O.056と有"設は

なかった プロプラノロール修復で館大きな変化が伝

かヲた

[U(のRHIの君主治をff"f(同2). o'に.いて1.:1RHI 
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' Tilt O' 

'p<0.05. tp<O.Ol. ;p<O曲1

0.0 

叫 .1 同 .1 .2 同

3 
官官It30' Ti比60・

2 

{ 
11 

日 -l 

.0 且I 凶 .1 .2 .3 .0 .1 .0 .1 
国 1.剤負曹による RRの ro....骨量化

" Tilt O' 
¥01 

81『 I，|

'p<O.05， h <O.Ol， ;p<日開I

:IT 口自由昌
。

.0 .1 .. .1 .2 同

四!
Tilt 30' 

初 l Tilt回 .

20 

¥01 申l

邑号 ¥0 

~~晶長田吾邑 。。
.0 .1 同 .1 .2 .3 .0 &1 .. .1 .2 同

園 Z闇耐負荷による RR的自HIO)J:fl: 



68 "鰭 Vol.32 SUPPL2 (2000) 

は‘良債アトロピ y飾注により有志迫撃を'0てt易し

た プロプヲノn時ル計2A. 3Aでは宵怠に低下し

た 30に結いては RHIは鋭政アトロピン飾注により

有意によ界したプロプラノロ ル針 lA，2A.3Aで

はコントロールに比べ有窓に低下した."，.では大8な

変化がなかった

民民の TPの変化.示す(削3).30'に必いては TP
M磁唆プトロピン僻詮により有意に低下した プロプ

ヲノロ ル計'^ではヨントロ ルに比ぺ有志に k
界した 0"， 60'では有意な変化は見られなかった.

収納期血圧(Ss刊の Powerの変化は'"において

陥プロプヲノロ ル鯵主主により低下した 他に引窓な

否定化U見られなかった

58'のRHIの変化は 30白においてはプロプラノロ

ル計1A. 2 A静注により低下した他巳有意な変化

は見られなか合た

SBPのTPの変化は O'において 11'1:ま偏隙アトロ

ピン静誌により有怠に低ドした プロプラノロール計

2A， 3 Aではコントロールに比べ有窓に上昇した'"

において1;1;TP 1;1:球儀アトロピン静訟により有窓に低

下した。他に有怠な変化総見られ生かった

， .."のまとめ

HRVの.m仰鎚応答関数g{t)で払 RHIとpowcr

が磁俄アトロビンで上昇しプロプラノロールで侭下

し.TPは逆の綱同を示した

血圧"動，1りでも，HRVより糊いながら同級の傾

向を認めた

s 鎗官奇
心 ll'l ' Jil.圧変動 .m~ 興応答閑散では. Power. RHI 

が当芝居神厳悩鎗を.11'が副交感神経活性.，慢す可磁

性が示された の鈎..'"変動 附仰la応答閥散は自

律神祭儀能を反映すると考えられた

s 文両氏
11繍山靖子，ほか インパルス応答関教会問いた諸島

~l!t::鋭過渡期にむける自律神経傷能静価 Tron$ 

lEE 01 Jo，酬 1991: U1C: 7側 110
幻自碓兆ほか新しい心州市E働パラメータによ

るlill試肢に対する自徐神線反応の分析目盛岡電

子と生体ム学 1996: 34 抑制
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神経調節性失神に対する新しい非薬物療法

Tilt truiningの有用性

精凶宵也・ 安部治it， 長女敏美F・ 悶凶伺成・ '1'動隊秀・ 合志務臨・・

仰健制調1性失神(neurally mω叫ωsY'¥C均利

NMS)の治依訟として，交感神経β越断菊およびゾソ

ピラミドを代表とする業物織法"へペースメ』均N，
"叫容が仔わ仇ているが，いずれの治縦訟も臨"官切に

前足いく成績U俗られていないープi.F.ctor"らは

NMSに刻す る非鶏物療法として.hcad-up tilt 

mu日以厳"よぴ自信の蜂闘を利'"した受動的立位

t当初会鰍り返し行う tilttrainingの有効怯.. 曜をまして

いる 今刷 NMSに対する析しい葬恕物侵様として

tilt training告訴み その制問性を検討した。

s対象・方議

失神発作.主訴に来院し. HUT訴臨(+ω，..31) 

分)で NI¥ISと診断された忠者4例{列3例，女 1例，

平陶年創 "土'"健〉を対象とした IIUT試験U12 ~提

唱'む電図および血圧速鋭.ニタ 下に tilt台を8σ

で..，大31)分間箱得した lilt '1'に臨床復状に一致す

る失伸および失神的駆信状{翻繍気分不良眼前餅瓜

感等)が出現した絹合.また収縮則胤際関 mmHg以

下，心，.散S<J/分以下に低下した場合払 HUT試駿

陽性と何"した

5結果

.. 白e聞はいずれb血管抑制'l(，姐滋xlcvn鳴 0'tYIIC) 

であり，失得税努までの平均lill時間1.1:8.8主2.6分で

あった【袋1)， H定例に対しては，難物治療として

propr...nolQl30 mg/日{タ}J)，J; よぴ di~u l> yr
amide 300倫明/日(分 31縦口役与を ，-7自問行いそ

れぞれの療絢の有効性を 11U'l試般を附いて検討し

目制A'1iA2附
同 腕仰純外特

作醐醐軌州，liハ幡西岨-".，.fi 1-t) 

た 踊礎物給制の効煤判定後に郷物治療を中止し.W者

"よぴ京放の同意を得て 1i I比 traininwを断10，した

Tilllrai山lR1:J::，自宅の壁画に後頭部背'1'*1fi務2

4陸 路は娘面から 15cm包臨し霊閣に軒干もたれか

かる立位畿，砂金拘続させることによって行った '" 

2閉{朝夕}毎日行い.2 ~ 4週明後に失樽発作予防

に対する lillIrniningの効果を 11U'(献身貨を附いて判

定した Ti比t印刷ng2週間日の HIIT$夜鶴{臨例， . 

引では*御舟作は誘発されたが lilt附附は艦長し，ト

νーニング側始2i制自"よぴ 23日円に絡行した

問JTIえ減では初分間の HUT誠輸で俗央体持作は

全〈誘発されず，臨床rれとも失神発作M完全に的失し

た， 4 Iof.例の総燥を表zに示す薬物締法でI;/;，pro 

prnnololは4例中 B例に有効で。出馬opyramide11 4 

例中2例に制効であった -:Jj lill Irainingでは.平

均釦叫 Br1の山 train暗により念例で失神h官ヲも

され伝〈生った。その後ほ自宅で ，" ，聞の ti1ttrnin 

川Zを縦続しているが.現在ませ会例で失神簿作の再

発はない

S 考鯵

iu:lf.. 11 UT試駿o)f普及により NMS発生般"に通告

づ〈術館法について側々の研究が泊臨んでいるが，

Gruhb ・ A~"らほ . NMS ~含めた隙々 t.t~第網野を白

傷神経拠常に益づく起1Vi調節陣曹として個々の術舗が

含まれていることを徹符 している，&Ior ~"による

と 起刃剰節陣轡に対するリハビリナーシヨンとして

ωt trainingの有効性告報告している 今回の貌々の

検討において. NMS.¥!l.有は HUT玖腕および自宅の

i忠商.豹附した受動的立位負仰を縦り返し毎回行いト

レ ニングずる"出"舗川昭}ことにより.白徳神経典

常に議づく組立調節開書.改袴tさせた結果.神経調節

住失綿密予防できたと考えられる。涯に tllllraining
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o，症例..降

C阻 ImlJlUT{80') 

1'~I;cnt Afv，，eL } Gcndcr s，判p・om SBlB/HD呂HB町tlb，aibpmmnn] hflH} Ps町tangwmEIR1r哨mm  p hnlnl 
NM笥

"" 
“ 

M ScgYMIV哨ulsion 
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11l7/!砲 "鎚 白} VD 
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3 

" 
M 的 叩

12311~ 総/・6
(1Ll VD 

関 " 
4 開 れ1 .，叩

1[4/67 ωn f23 (lO) VD 

“ 
{同."土SU: 4且土却} '"官"土SU:S.8主2.6)

日腕" 収節朗温度.DsP:&:習時期血催。"' む納数。 VIl:... ~同.河内対駒，

裳 2総"

D.-明 Therap}" Tilt Tra;nir可

Pnli""l 
阿{攻防g川/ぬ"1 町{珊…';'l!/'白Id川e 

世間u白n川明田耳detn of Du{dIaaEyi} 皿 HU"r(剖守 EfoYl1i1owH胴 u-u nH 

+ U I4 + 々し

2 1n ・ + 品位し

3 + + " なし

4 + + 伝し

+ : HUTi!II:験で失陣訴処hO，首峨ほ自陣肱 UUT :.1舗で失抑~.なし. IlHlit11有効

はトnJlt.~道具や網目前.必寝 とせず，，"者自島区よ ， "

宅においても蒋nに行えることが段大の利点である

本訟が今後 NMS に対する新しい非藁物~Wq).ーっK

4包リうる可能性が牙唆された.

s文献

。Col<MM. I'~rlman BA. Mll)'Or MR.ct at : Acule 

加、d10峨 ICfm beta-adrenargic blo叫 adefor 

patients wi由開"岡山河gCllIcS)川叫)O!.J Am 

GolI白川';1111鉛ι26:1293-129~ 

2) t.!ilstcin S， Bu削除。ferJ. Dunn収anA刈 "

U!oeful階 SSof di鈎 pl'ramidefor pr'町 田 ionof 

upright tilt induced hヴ/XltensiQ叫 br~dycardia.j

A例 ColIC"，叫011m: G5: 1339-13“ 
3) ~史郎治彦"'"'曾也， ，削n努事，ほか 樽8基調節

怜失神に対する propranololとdωpyramideの

日
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高僻者にお付る貴事負荷による血圧変動の成因

4レ輔変動解続Sヲよぴ...閣に裁ける検討

野村昌弘・ 川口律子・ 近職場・ 富島締・ 多田白磁・ 隷下智文・

商角~Jミ・ 斎藤窓・ 大本機・ 伊'"巡・ 中屋豊・

食後傷Il'反応IJ，自10M.現段脚色不全'"ゃ命働者"で

も認められることがわかヲτ"り，失樽喰作の原因k

して医"'.要する術掴のーつでめる その処現機序に

ついては .々の柑告が伝寄れている"が，心勉変動に

よる向修姉餓楓飽岬析によ 9倹討した..~Uほとんど

みられ伝い

。閉，食後低血圧..たしやすいと鍬伐さ札ている

前ω台を対象企して， W~国動および尚徳神鑑荷動が食

後跨正反応にいかに膨.ずるか告若年管と比鮫検制し

た

S 対象~.ぴ方溢

L '1. 
鍵曾若年続"例{法年o:20.-35銀】および"'"

筒働お"例{高鍋併 70a-ss歳}を対象とした 爾

鮮ともに， MClIII1:.tI1の既往"がなし理学的所".. 

正常な鑑例.用いた

2 心拍変動解析

耐仰に.いて，食連極的分前より食射終了後"ゆ分$

で，ホルター心旬Imffllいて心電図合連敏明巴録した

..ルター心電図磁気ヲ ープは フクダ官電子社製ホルタ

一心電閥解続儲闘で解析し.心電図 R-R間繍データe
RS232Cケープルを介してパ ソナルコンピ品ータ

に取り込み.崎誠列ターータ解析システム(Memullc)

を周いて解併した

心.".鋤スペタ t-"'JW.lliU:，.lえぺタトル解衡としτ，

M'主成分(U..館。 04-0.151h)，福岡滋成分 HF

館 。15-0.4011ρ'Jlぴ LF/HF比について食事鱗

取前後について計算した

'錫島大句R雌 ~eJl 21輔

" 同 n'*t!~
{予"官同'" 徳島市.ぶ町'-'・'"

3血匡劃定

・F夜測定は. 水銀血圧n~fflいて. .筒'"岐路およ

び食後.，分後に準監位にて右上島マンシムツト...

いて聴診援によ 9測定した

4 胃緬動担lflto1)評価

開沼働組儀評価IJ:，胃電函{ιプ白河電itECJ f周

いて行うた，よ腹舗に中心電領.含tt5ta姐を配躍し

て副，.した 宵電閣の解析はパーソヅル，>ピιム タ

ーをmいて。ニプロ関電創専問ソフト"エアにより

則被倣鱗析を行ヲた。麟析周波紋1.1:， 2.1c仰m-6.0

"川で行い.食事前後'"間放散とそのピーク ー.，ヲ

値.攻めた

S結集

B 食事前後にa切りる心銅".よぴ血圧の賓働

当官年"に.いてU.心4泊費度"よぴ血JJ:I:e t.に盆政
...よぴ食後3Q-、1'"分後までは有"な旋則合示さな

かラた .た 荷量。併においてむ心柄敏は:4!.tIf則およ

び食後初、120分虫では有意信変動舎がさ"かヲた

しかし，尚働併にお"る血.LJ:I:，以111M血医および位

指聞配~ともに食後3Q分---"1分後事で釘怠に低下し

た

2 食事前後にお防る心相変動解析

心伯変鋤スペタトル解析に"いてU.，竜働騰でU

UI飽および IIF"幽"型政則.UI食後期で，食後に

拘."旨変動"品られ信かヲた しかし...・，..にお砂

るLF/HF比M空腹捌幻 よぴ食後問で，それぞれ

1.11土0.82~J よぴ 1 .73企 1. ~9 で禽後期に利怠に増

泊射した(p<O郎}

省結胞の食事前後の心伯変動スペタ トル解衝では

LF似.HF僧およびL1./111'比いずれも行恕な変動を

続きなかヲた

2 食事前後の問調目闘の変化
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胃電図

6"，"， 
… … 山 一 …

空腹開

高齢者例
-s以""

500uV 

食後 1時間

一 一 ….，… … ~
500uV jl ____  -'-

S∞，V 

!l!腹時

500uV 

若年者側

Sゆ伽V

食後1時間!

一切M
… 山 一.，

6町叫n

翻 1 高飾噌および若年帯広制する貧.輸銀のwtllllamおよび周.. 敏嶋.. 

図lに，衡"宥およぴJli年t障にお砂る食感繍後の関

電図a度調修uよぴ周被鰍鮮析の爽例告示した 補働者幻

よぴ』問年一何kもに食務前後を過して 3サイタル/分付

近にピ タを荷ずる胸峰微分めが認められた また，

高齢者および着S若者ともに食後1時間同ピータ パ

ワ錦は.. 加した

高・0騰に~"る史民鯛"よぴ食後期のパワー.，.. 

63，6企26.6pVppおよび"，.土42.7pVppで，食後に

有2まに噌加した句<0.001).また，若年E曜に""る空

腹捌および食後期のパワー値1;1:， 96.7:t:l民9.4p Vpp .tt 

よぴ初6.7:i:101.5μVppで。食後に有窓に網加した

'pく0.001) しかし.若年務および術的"の..眠時に

対する食後60分のピ目タ周波散の縦舗の比(Fre-
q鴨 ncyRat附}はそれぞれ2.3土0.94および1.6玄

0.~5 で，若年齢が有量まに衛館であった (p<O . O I)

周桂融解析

….… .. ωVpp 

."''''' 
w
 

v
 

仙4
 

.. 仇.V，ゅ…一

，.. ..........，.…山 4
4仙 v"

-3 "陶

S 宅寝

食後隊医反応は，食後"分から 1時間前後に血底が

低下することであるが，食事による舗血清腺~への"

施m加と血液貯仰が成凶のーつであると報告されてい

る刷

こ札傘での桜告でも，食後陣"反応肱何ら命、の自律

神経活動の関与が保告されているが.心情変動鮪怖?を

附いた食後厄血圧に関する総綱 4倹術陣"とんどされ

てい傘い

今也の倹討では，笠腹"のピークパワ 値陪賓働騨

に比して若年齢では有志に商値であり さらに食後1

時間後のF陀 quencyRatio 1;1:若年容が有窓に高値で

あった 今聞は，食事に伴う内閣血椀般の定S面的必需

価"でさていないが，.唱却の評価より梢化管濁動払

筒同者に比して若年請で~1II>>.ttょU食後に光量して

いるに.かかわら r，高働者で食後リ降震度泌がみられ



Cいた この成闘として腹腕内臓器への血旋網加と

血桜町耐の代償機転が年齢によヲて異なるために。首

働者に食後低血圧が荷主主しやすいと今えるのが妥当と

思われた

L開'"ら"も，粛働者の食後低血恒例で!1fE受容体

様能の低下によって，交感神経線鍵作動色調節犠能が

障害さ九ていると絡告している また Hoeldtkcら"

も食後低血圧IOE例で内膿血管への血液R円切に伴うカテ

コラミンの榊加が不十分と鰍併している さらに 下

決ら叫主選句高血"例で以交感神経系の際也の存在が

食後低血圧の街闘に関与しτいる可能性を示唆してい

る

本畷究で妹。交感神鰻活動の倒傑であるL.F/IIF比

および U'値kふ漏働協で有窓に食後期に増加したこ

のζとから 消化管越動同光浴に伴う内拶血管の鉱訴

で有幼筒廊血務.. の減少をきたしていると号えられる

がl 高節告別会。交感神峰銅Eめの文通によワその術調

動磁の，.動に対処していると考えら"た 今回の検'"

では 白鎗樽緩慢縫の変動の観点のみの検討ではある

が!画館高警で"交感神経活動に対する心臓臥管系への

反応性低下が存在するため食後低曲慌がみられ その

成囚のーっと:mO，HI.た

む臓 VOI.32 SUP凡 2 (2000) 73 

， "敵
1) 1..:刷 zLA， Nyquist RP， Wei JY，et al: Post 

m山 l…inblood…川h，
¥:Idt!rly. N C:噂'1J Meil 19幻羽9:81-83

2) J.'agan TC， Sawycr PR， Gourley LA，et 31 : P回

prand剖 aller温tions in hemodynamics Hnd 

b治''''四幽rein nonnal開句ects.A"， J白F

diol 1986 関 636-641

))平山Di'i.l!(趨1時刻札 e11池保鱒 ほか自修得総

偉儀不全症に.. ずる食事性低血民衆現の病敏 自

修神経 1991: 28 : 481・'"。LipSilzl.A. Nyquist RP， Wei JY，et al : P飴 S

p<州 31r.曲川 inbl叫 pressurein lru.. 
eld..Tiy. N Enヨイ J Mcd 1983: 3ω 81-8.1 

5) Iloekltke RD a刈 Care治et108: Hemodynam陪

ehallRωduring加 lding箇針。nin a pati~nl5帆<h

postprandial hYPQt帥肌 A"， C肘 'rIlr おc

1987 : 35 : 354ー錨6

6l下沢逮雄桑島総鈴木康子。ほか老年寄高

血反例におWる食後低血庄の検討 岡本老年医学

級詑 1992:29:6掲1-“6
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筋交感神経活動記録を用いた動脈圧受容器反射の評価

下半身陰匿負術による検討

緬垣正司・ 樹木博.111m徹・ ヲモ戸a聡・

住.. 隆術・ 杉.ro. rr-雌 欄・・ 砂川賢ニ・

銅線調節σr.>U t-評価，る上で.動脈厄i受1;"Zlb夏"

の終値を知る ζと"重Jft.tft!砲である" しかし伝が

ら.fE~~.反制緩のようなフィードパヲタヨ院でωrJI

k プ条件下で削働回プW位..."するこ tU図揮で

ある このために。閉ループのS修司HlIt611ぜずに叩

giot併.m や同開~)'Ie前ri"" t.t.ど血管作動捜の鐙与に

よる RarorcncxscnSiI，vity(tfv給歎"血圧。BRS)

などの術婦が臨床的広畑いられて@た" これらの動

脈'"世帯個反射記関濯した術際協.細々の岐阜で重盆

副賞や予後に関連することが線告さnている". BRSは

検後読として簡便であるが 7.(-~'パヲタ系金自育成

するどの祖四割債の異常によって b興需刷e示す可白定住が

あり術館の.序kの対応がつ"に〈いという欠点を縛

つ
ζれaでに， ..た勾地動物"醜において動'旺受容

舘反・.;;H<t>砥弓{血"'から否定慮"線悩働.，で}と*Iff

弓(交峰御握前路から血圧まで}に分"，そ九ぞれの動

符借金閉ループ条件下でS量定する ζとが可艇であるこ

t<市した“今幽，ヒトに.いて岡織の方法.mいて

働""安司書糠反射のゆ枢弓と未納弓の動特色をmル戸

プ条件下で権躍した

.，傘下都身険陪負荷の信号に'"秒間隔の2値(0，-

40mrnHが白色叙脅を刷いた

S綱初方漣

動脈原受蒋雷原射系金釘 lのよう信7< ドパフタ

ヨ長と史観定した 幽 1に.いて'1'叡弓'"'・から MSNA

，で】の周波敏伝達"慢を HI (f) 宋附弓(MSNAか

らBP<で}の周滋数伝遥柿位を IH(f)，LBNPかゆ

BPまでの周波紋伝逮粉性を H3(f)とする U，Vは，

それぞれ MSNA.sPに加わる内川慢の未知ノイズk
する玲P1.1:. MSNAからの'l. ドパヲタと LBNP

からのItft.1;よぴVによヮて決定されるので次の玉突

が成。立つ

巨司

BP(f) M抑制/)

8 対象と方~ 1¥ Fーーー「

刊の健間入団也年齢 U 仕 2.3歳}柑象 V(f' I↑h 巴出
とした.''''樽純絹動" 微小神範軍国松により右止

'1'樽僅から'宙実@神民話鋤(MSNA)を画館鎗記録した

血E仰 1')l.t.トノメトリ留保により語記録した 臥"拭績

で不製則.下等身険医負荷(LllNP)t'加えて血丘を変

動させ。 MSNAe RPを20分測迎線記録した 不規

H
抑
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閉ループ条件Tで地定した間ルプ信通冊目投
中程弓tHII ~伝退団財敏は高機通過型フィルタ の特性.ポした 末附

弓(H2)Q)伝.闘激l玄低厳品過.プィルタ の符怖を示した架線平

鈎箇I 破館平均儲全開懲偏莞

園 2

s鎗集

中枢弓(111)の伝連特性は高級噛過摺プィルターを

示した末繍づ(H2)の伝達特性は低域逓過墨アィル

ターを示した 閣2に求められた 11¥， 112をそれぞ

れ。， 本高駿遡過型フィルター，2次の.".通過組プ

イルターで近似した縞拠を示す H 1の針d周被敏"

O.21:tO.12Htと推定された II2 Iま閤有閑波数

0. 28土O. ~llh，滅度係数 Ð . gr，土0.42と拠定された

rotal 100(1 Q)定常ゲイン陪1.25土0，55と推定され

た

S考'

今回推定されたヒ トの動脈圧受容器反射系の4略 弓

およぴ未繍弓のS崎将伎は，乙れまでに動物災験で傍白3

れている結果と"類似していた ヒトでは開レ プ

法による附定を行うことは長崎リ躍であり。本主たによる鑑

定の絡拠と伺 レープ法による結果とを比鮫することは

できない しかしながら 他問多〈の動物繍の動脈医

BP(j) "" 11.(/) • MSNA (f) + H.(f)・LBNP(f)+ 
V(f) ............(1) 

/I1SN̂ は RPからのフイ ド，マックと Uによって

決定されるので次の式が成り立つ。

MSNA(j):I!，(f)' BP(f)+U{ρ(2)  
ω}式問辺と LRNP0)タロススペクトル..附悲しア

シサンプル平均すると.LBNPとUI.HI!立e，ちるの

で，次式のように H'を求める乙とがで忽る

EI ~\'''''..'-'，. ， ... r，，，1 H，(f) :=丘1三坐坐笠些些笠旦 (3) 
E[S"，山...，.u，1

』方，(1)式首辺と Uのクロススペクトル.計関し

てア〉サンプル平k与すると.I.FlNPおよびVとuは

独立であるので。次式のようになる

E[S...v，.lI(/)] 1 fo{J} ""寸寺子三羊広三三三す .. . ... . . .. . . .... .... . (4) 
EL S，II'<"Af/l'U(f'! 

1<1式に(2)，(3)式を代入し.

E [ S"'UJ'(~ι 仙 . "，，/l . ...u，，]1M!) ==-i品工且.，~~."V ， . ~." '"_山'，......，..(a)
ι~[S，剛"1".'脈吋凶"'"ト"υ ]

より 112{を求める ζとができる



7屯 心.VoU2 SL押し， ，捌均

~W.反射訓民".似した結集が割ゆら"たζk から.本

'"による動脈，."容・反"のE平副両院十分にiiIIEと考え

られる。

本法によ勺て.，島術S陸自』お"る鯛額調節才合の後序

.動脈反受理主総反射の中健弓と未納弓に分"して評価

するこkが可健である本'"によるIftiiWU民(;t，BR5 

以上に，各.....包療阜の割腹極度や予後..，関連す

る昭総位がめる 今智弘各疾iIでの織的が必"である.

， "指
不綱J!IJf.t下半.聡"'負荷金行い信がらMSNAt記

録場る ζとにより.ヒトに"いて b閉ループ条件下で

動脈J..f~.n~反耐の中憾弓および家相弓の働符性を評

価することができる.

S文献

IlAbbI拠.IdFM， H創 stad00， Mark Al.et副

R.岡田 α酬 rol01 t除附1肘~.，ロπ叫，，'帆

"""白rdiOl'(UCD也 1976:18: :r1 1 '~03 
2) Smyth 115， SIe削11M P回rWIPlck四llRGW 

Refle.. regullltion 01 Irt!削.1prel副~ dUrifi嶋

剖健pmm酬 a quanthatlve n訓 hω。， .~瑚

"噂 bororefle..町内sitivity.Circ RO$ 1%9 : U 

1ω-'" 

3) La Roo.'trt MT， Bi88er j1'， Marcus F1，et al 

....陀伺0>2筒 ltivity11吋 恥art.ratevaria凶

lIy in pr咽・cti~帽， oltotal cardiac附lI'talilyafler
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barlll'eHe足。pelHoopI同IlsfercharactcristiC$ in 

rabbit&. Am J 品川'011997: 213 : H 1 02~ 
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Acetylcholine持続負荷投与法による

冠動脈および上腕動脈内皮機能の検討

商瀕凡，，-・ 係部発・・・ 疋回浩之・ 組坂晴彦・ 111雌 jE' 陪崎{敬典・

荒'"宏・渋谷利m・ 坦村公生・玉井誠_... 大鈴文孝・ 東国明・・

全身血管の郎であるi虫幽嶋の血管内a，陸飽Ii全

身の動脈硬化の泡U股に関与しへ冠動脈総患のlI!雄'"

と相関すると'申告されている"。主た.上腕動脈への

"沼lylcho1i~持続負術投与法'".内皮機出揃益ちたとし
て 般的に周いられている方法であるn 我々は以前

よ風動脈k冠動脈で内皮畿能が相関すると桜告し

たりしかし，この総合は tlow-mediatedva~odil山開

法をmいた内皮微能検交接によるものであり. ~Ctty l 

chulinc伶畿負荷役与訟による静舗ではなかった き

ら記。 a<:elylcholill~ 仰統負荷役与法をmいてよ腕動脈

と言語動脈の両方で内皮機能の関係を静剣に倹約した報

告は少なし釧可説々は，冠動爆と上腕動岬の内皮担霊

能につき~<:etylcholin~ 締続負荷役与法をmいて相関

するか脅か比鮫般討した。

s方途

対象は血血性心疾患i~l襲われ巡動脈迎惨を絡行した

5依例{伺全"健，男倹3例)ι した閣周の亜梢般東を

のぞ〈心腿血管作動薬企少な〈とも '8附より中 ，t
し，過常の Judkinsi去にて溜動脈遊膨，在心室遺骨惨を

施行した冠動脈.."に際して".並碕酸認の冠動脈

注入を行わずに施行したヘバリン飢酬胤位を静脈同

役与した後，逝常の診断用 6F Judkins ca由，~，を"
lIJ_~同意狭格安引き"い巡動脈叫に州入し， Iroppler 
guid.也wire((I.(l11山 Flowire じ山由oIT胞trics. Inc.， 

Muunt~ in V向w，CA， USA)をζ のcathctcrを附いて

同窓動脈主併鯨に留躍した山総速度(APV，cm/心を

霊安箆的に記憎し.がら。冠動脈口に姉入した Judkins

防..拘大学飯綱"'内科

向 附セ刊一

向 旬自賛鮒

内閣."酬市酔'"

catl1etcrより持続的にa.cclylcholineを趨働脈内に役

与した巡動脈で1;1:ac創ylchollnet-0.15， 1.5およ

び 15μg/mlの各."置を3分間役与した。これらの浪

E制 10・moll/，1(1"剛山"よぴ 10・刷>1/1に納当

する 4皆様度のaαtylcholinc般与直後に巡動Jlitijj巴

を行いDopplerp:uidew問先術部の冠動脈経を"同作

titative coron町 yangiography system(Kontron E:lc 

ktro.mik Cardio 500. Munch， (krrnallY)にて掛$周し，

血流溜度x巡動脈tl':.xI/2により冠動脈血浪lII:(ml/

min)を求めた 同織に，左鰍骨下動脈全盛闘して省

Judkins c~thClcr を友上腕動脈に縄入L この cnth

eterをガイドとして政lpplerguidewireを上観動脈

内に僻慨した.上脳動脈で陪 acetylcho1incを7.5，

15，30pg!mIO)各機肢で3分間設与した.巡動脈同

様に，各世襲度(})acctylcholine投与直後に上鵬動脈造

泌を行い，血IU!lfI:x上腕動脈笛x112により上腕動

脈血t¥tjl(ml/min)を求めたいずれに"いても

aωtylcholinc般与前後の血流量噌加!頃より内皮畿飽

金制ぺた

5結果

冠動脈所見は2姐i例で正常冠動脈.2鋭例で主援冠

動脈の，UU院に 25切%の狭唱を認め. 1症例におい

て有志若狭噌(>70%)を認めた怒動脈の血流量纏加は

図 1のごとし正常遜動脈と 25%狭窄JA併の 3例で

acetylcholil松横山史に対し等学級依存的にm加が認めら

札有意狭窄と 50%狭窄症例の 2例で増加しなかヲ

た Acttylcholille浪僚に対ナるよ腕動脈血流盤でも，

やや包"ま巣なるが悶2のごとく溜動燃と制械の動餓

が認められた Acetl'lcholine符続負荷役与による，.

拠貨の糟訓".陪.川浩tylcホoli間 負1'1後血流量/負荷前

血減量として求め.各機宣僚に冠U動脈と上腕動脈で泊

，.穆E貨の関係を舗ぺたそ'0'器製 acetylcholine浪度
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与は，前駒動脈0)plcthysmofIT叩h，を胤いた血涜測定

法と併用することにより血管内皮慢能を調べることが

でき，砲立されている杉置法で必る別またt 冠動脈へ

の acelylcho1ine持続蜂与法も冠動脈内"'"'彪を測定

するためによく闘いられる方法であるべしかし，との

方棋は心臓カテ テル倹査路行時にのみ湖定可能であ

り，このため繰り返し施行するのは婚しい これに比

較し 上腕動脈を もちりた acctylcholin..持続投与滋

による内&.. 師検進法院，外米で繰り返し指待可能で

あり，凝り剤等の治被動果の判定にも用いることが可能

，。噌l~ "1 

Atdylo""llne Jt荷巳よるよ腕動脈の血液量寝泊

の低周置では商者の相関係敏は r=O.2Cと有意の関係

を示さなかったが，凶3..のごと〈中期量白高阿昆で

は r=O.92，r=O，90とそれぞれ晴窓(Il<O.05)の齢、

倒閣関係が認められた

"曙附，

図 2

s 者綾

本研究成績から1 冠動脈とよ腕動脈の内皮御能がよ

〈相測することが示唆される Acetylcholineは血管

内皮細胞に作用して川lric似 d.を産生せしめること

がわかっでおり 上腕動脈への sceiylchoJine/';.';ft役
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A.噂tylcholine負荷による恕動脈およびよ1和齢脈のa嘩機舗の程度の比鍍(高周盆)国 a

nnd bl1lchipl arl(!rics in 釦吻~出1

coronary nrtery di関h拠 A例 JCDYlliot 1998: 

82 : 1535-1539 

2) ErK加lcMD. Schro叫erS. 0拠開 R，el川 COsト

."幅制。fperip陶 111e!1d(叫hclialdysfw副 1011

and inti刷、l府ledi:l.thiekn目視 inp~tie 旬、刊oh

a刷凶割ctedcoron~ry art町y副総司宙博 Hωrll'"

so : 3~9-3!i~ 

J)臼吋illoC， 

開 醐 "<.る 方法暗凋なるが，全身血管警のー都である上腕

動脈と怒献線の内皮機能a哨闘すること O.これまで

の械告とー放している刷本舗先では症例散が Vない

ので.今後信憐鍛を追加し，かかる所処を確認ヲる必

要がめると考えられる

，，~ RO C冶n!10fiCM， Kilco附

S 文献

IIT・k，蛤s.Ul.'h姐13A. Akima T，et泊1: E叫 0山

cliulll-dc，:剛dentnow同区liat凶湖底刈ilation;11 
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P.四泊 JA: Attcnu制附向。fcyclic I)uclω¥ide 

問時d凶tedsmωothmu罰c1erc1n"ntInll;1I hlnck・"
a伺 喝Cof rnc i !ll 副作L問~'"川 y:t~悦lilator iunc 

tion. Ci町.，."'1，ω111999 : 99 : 90-95 

.1) ze恥 rAM.D陀諸lerH. Wo1t総hlagerH n刈Jυ"

.1 : M以lulatio副 dωronllry ¥':t!lOmotor lone in 

hum~除 p，略的総"ωKlolheli~l d抑 1"附 開n

w抽出f附"'回市山問。fcorolmry IIlhcro-ら

clcrosis. Circ，“!ul;oll l ~刷。s3 : Y.l1・401

5) An(附陶11TJ山 hnu¥.̂ Gerhn刈 MO，el1I1 

山 間lationof e曲 制ialfunctInn in the 

h川鳩山 coroぬ"制KI~ri肘.~I 刊"Culation. J 
Am C~II C.宮rtiitll19銘 26:IV純一1241
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心筋梗塞患者における運動療法の内皮機能の改善効巣

細川話器・ 臼浅芳 ・以開質史・ ，1，下測刊・宮本弘志・

鈴木直紀・ 商事館健文・伸宏ー・ 谷本旅人・大谷健治・

趨働僚級は血山性心侠息の予防だけで"'心筋倒

鴻I バイパス苧街。心修催。タ位大俳心疲胤，心不全母

の後B副主義として有用でるる "に，急性心筋便進役の

辺勝徳法は，阿復した体力の維持kその崎遭，再羽匝当障

の予防，予後"改笹.組"内数字警による主主凶飽度や生活

様式の改縛等を録的に処方されているl九近年，心不念

魁者の凶肢血管の内皮傷能が運動館法により故替でき

るζとが報告された制制覇拘絢実験においても関係の

ことが劃明台れている・・1 しかし， これまで人の冠動

脈で通勤療法による内皮観飽の改普効果金証明した研

究はない

s 目的

本初到の目的は 心筋躯塞患者"冠倒的帰凋皮織憾に

対するZ出動峨法のli附性.倹討する ととである

S対象と方，.

対象は主要縫動脈i陵のみに布想狭明担金布切る急性

心筋縦型軽.~省で，その貧 IE病変に脱皮町必動脈形成衡

による樗潅波線滋会施行した"例である約 l治阿の

リハビリヲ ーションの後.羽目出掛に遜酌曲線と遜動岨

フ守安行った起動処方"退院前に トレヲドミル

(sruce訣}による多段階運動負荷試験を施行し，属大

選動負術"の 70%納当を避勧告針度。巡動時間は 1日

30.....45分とした。この巡動処方を週3回以上連成で@

た例を運動If(n:;IO，平勾 51主10歳入週3回米測を

抑溜動静(n"'9，平均，.土15黛}とした

拷書量約 1カ月後の科員自動脈泡絡的および追跡迫修"

(5:t 1ヵ月後)に艇怠算貸任血特(巡動Si!:d;iI:l.動脈 4

例，右越動脈 6例，非速動静左窓動脈 4例，右越動

-寸根島義''1翁能循.祖"

内 11J凹"岨制'I'Wllj醐 2・0

原 5例}に対レてアセヂルげン(ACh)負荷量式瞬を施

行した合内臓績を検査前"時間"止し.鑑雌脈;J"惨

を施行した ACh負荷畝肢は 1.3. 10. 30μu合同院に

冠動順判に投与し. ，分後に泡修を範行した.定盤的

抵動脈溜膨(QCA)により，盗"上様曜を認め~い，返

動脈近IJL部の内筏縞礎自告からの変化事.計測した 統

計学的繍前は2郡聞の平陶盤の差はど検定および t

検定をm~' ， 11<0凶.街意とした

5結果

1. J.!J.!I骨背録(争終1)

両昨咽の'1"払男女凡繍限度，商脇血催。喫煙，

磁刷直噂の冠危識因子に有意盆は認めなか 3たまた

すべての脚質組。 3担腹時山事胸備や内..繋の恨!附鎖直に

もilul学制に殺を秘めなかった

~. ACh負仰による太い冠動恨の反応(図1)

退腕前の A白銅向による検討では.'"μuまでの

ACh負荷による内保温磁怖からの変化率では岡野附

に有意深は認めなかった(48%vs30%，p"'O.66)が

(図 1..J. 平町 5企1 カ月後の遺跡活~憾では非運動群

に比し辺動静で有意な収縮反応の改替を留めた(41%

vs 1l %， p<0.05) (闘， h) 

， ."， 
従来より巡動療訟は銚不安作川，ストレスーマネ

ジメント作m絡の精神面での効"と醐実感神鑑橋伎の

網目訟によりむ保藷をもたらす内図的物処と成人向の予

防効燥が主な役網と寄れて8た 椴iι 血管内皮に対

しても2定要〈主役糊を繰たす ζとが明らかになってき

た

Jicら・川ム犬の実験で遍動により ACh負荷に対す

る太い冠動脈の鉱凝反応と遜動脈刷機h誌が1<怠に改僻

するととを示した とのことより，運動僚首長が判皮依
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. ， 患者宵祭

|量動酔(n=10)I非躍動静加=引 p値

年齢{貰}
"主"

男性 "向}

糊尿病 "叩}

高脂血llJI! "ω} 
嘆技璽 "ω} 
高凧E "却〉

緯コ v，礼子口』ル(mg!dl)
'"土"

JlDLコν且テロール(mg/dl) "土"
中性脂肪(mll(d円 .. ，士別

m，阻時巾栴(自国/d/l 132 ;1; ~9 

7xピリン "鮒〉

ACF.皿害事 II(lIO) 

IIM(i<:.，A阻古賀 2(20) 

Ca to'l抗描 2(20) 

.'"首任恒

左前下行綾 4(40) 
右'"動脈 4(40) 

左凶旋桂 2(20) 
運動師法律の度化

健コvHロール(ml!ldl) -~土"
HDI 司レ~ '1" tJ - N{ml//d /) 3.8士5
中性脂肪(mg!dl) -"士"
空臨時血相(mg/dll ~土"

a b 

"ω 

。オ 。

-w 
r 

，、 ー，。

-~ 

¥千¥ -~ I 
-" 
制 J ¥¥、 I I NS -却

h" → ω 

1 3 10 30 

発症 1月後

"土" NS 
8(89) NS 
2 (29) NS 
H~~) NS 
日"佃) NS 
4 (~4) NS 
1師主.. NS 
羽左7 NS 
~.土舗 NS 

'"土" NS 
日"伺} NS 
自{曲目} NS 
3(33) NS 
3(33) NS 

5(55) NS 
HW  NS 

-，土11 p<o.r百
-，士2 NS 
9主n p<U.OCi 

"主" "' ) ; % 

仔-D連副醇

-・ 非運動群

l¥ l o< o~ 

1 3 10 30 
AC、(I'g)

発症5>，月後

図 ，. I風性心筋梗奮発臣室1カ月後の AC'負荷鉱胎こお"る鰭湖削の肉径益礎
齢、らの町開

岡山夢聞に有怠湾.認めなか0'巴
図..遺跡泡膨喝のAC'負荷鍋織にお1H>!!i!II.ID.'の内u礎僅からの質化摩

達雄動割安議併に'"前度応の百貨鵠.. ，めた



存性血管仮復反応の改普とー限化怠策(NO)合成併読

の遺伝子殉現を促進すると権史認した また Ako舗 6・1
陥ラヲトの骨筒筋血管に対して同様の実験を行い遜

動によるずり応力から NOとプロスタグランダイン

の合成が促進される ζとを直明した

心不全忠省1こおける研究では1 運動後に骨格錨同i求

微動脈の血管内&から NOの鋭.111により山管舷自民反

応が故笹したとしているか吹また Nodo句"は労作性

'''，催。〉縁者において趨助役に紙静脈剰において NO

と乳般の京生.<調加したこ とを産別している

窓研究において遜動療法tムむ筋挺進後の患者の遜

動脈の AChに対ヲる収樹皮泌を有意に級紙させた

この結集より，遡動様扶信心筋促進後の"者において

冠動脈ゆ内皮傑能をil!I:'脅させることが示唆された ま

た心筋鍍進後の息物において巡動織法が"欝で"る乙

とが阿認議された ACE阻脅擦や脂質低下司震にむ内皮

繊能を改脅させるという鰍告もある 今後症例会"ね

濫動銀践と援制の併用による効棋についても験初予る

必:'J!/)!あると考えている

S まとめ

急性心筋8提唱艇を舟催した患者において冠動脈の内

&l!lf協は低下していると考えられる窓動僚訟により.

この内庇機飽胸答を改益させうることが示唆された

s文献

U Roy 1 am! Gary J : Exωrcise as <:3耐'"舵0，"げ

t恥 rapy.C;rt.;ufatゆ，<1鈎9 鈎 963-912

2) Burkhard H.ct al : Phy審問1traininll improv凶

削 doth州問1func山nin patilmts w抽出r011lC

heart failur... C悶 t!a/i(JI!1欄¥Kl:210-214 

4υ臓 Vol.32 SUPPL.2 (2開。〉飽

3) Katz S.l'l al : Tra附 Ilgimprovcs clldoth陪 om-

dcpcndcnl vasodilation in印刷 .tancev四 se!Sof 

]lIIllenlS Wl血 heart fai!i r~. J App/ 同開制

"蹄7: 82 : HI)IH4鈴

~) Raincr H.cl 31 : R慨 ularphysica! ~xerciseωY 

r∞胞 ""'0山川凶Idysfullction am! impro凶

exerc田 capacityin 仰til'nt~ with hcart fa・IIrc.
α'rt.;<<latκmlYS8:9憎 21ω 幻15

日出"附~I.cl al : Exercise intol"rnnc~ in pati副島

withchm川cheart failu問 andinc間嶋田Jl'Xp陀省

則011of inducible nitrie ox;(]c 5ynthase in the 

skeltoll1l¥usclC. J 11m Ct.>1I Canliol 1栂9:33 
174-179 

6) lje W.et al : Chronic exerci随 αlha附情。叫"h

clIlun-rr叫 ;alωω，，，剛1of epicardial coronary 

artery in……l?cs 1削:73 
位9-83S

7) Wi1lillm仁川 " 臼 ronIc cxcrcise ill dOj:(~ 
increa誕~ coronary vasc叫"山tTic0剖deprcト

相川 ~nd end崎町al ce!1 lIilrk 山

SゲIIlhasegene exp民錨 00.αrcR.ω1994 : 74 

制'-353"̂附 K，et al: Exerdse t山崎叫剛山

lIow-dependc官 di1ationin ral skcllOIl 1lIusclc 

arteriol由民oleof E附 o(helialNilric Oxide ~m! 

P醐lIulandin忌仙 R~ 1問。 76 州制

9) Nr活eK.~t al : Incr凶世drele~凶 of nilric o)(id~ 

in i配h~'I!lic hcarts artCT exercise加."四 u
wilh effoft angina. J Am CQII Cnrdi(){ 1勿"
32 : 63-68 
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ウォーキングの最および

強度の心血管危険因子に対する効果

副烏'"隆・疎開久美子・ 佐竹g納・ 神岡場 "米海一也・・ 北織断・・

S 目的

般近，運動靭慣の&い人や身体柄働支の低い人にむ

血管系の侠息の'寄生が多いことが欧朱のE医学的研究に

よ9て明らかになり恥代遅動は，血管系疾息子防の

ひとつの字段として脚光.mびている 拶〈こと事た

はクn キシグも運動のひkつである 経近になヲて

ウ定 F キングの習慣に飽点を絞って心血曾系後態。3姥

!tとの関係会倹射した研従も 見られるよう 巳なっ

た川しかし， ー般の人を対象にウ，-.ングの智慣

と心血管系俊総の危険因子との関係を見た報告はまだ

少ない，本研究の特徴~.ウ rーキン 3えまた"歩〈 ζ

と以外には"に舎にも趨動をしていなもト→般の人を対

級にして，ウ球ーキングと心凪符ヨ院の疾患の危倹凶子

との関係を倹討したことにめる.

s対象および方法

対象"制雌市，l'央健康づ〈りセンタ の鍵厳診断を

受旬た女性 1加入で，平必J年舗は'"土10歳(30-69織}

であり，主婦が大事を占めた 研究対象の遺恨に".

.ずE錦8'r.l月よ"駅澗勾;10 ffの聞におセンター

の標納的信健機診断{一般およびすこやか簡易健成度

調定コース}を受給した鍾ぺ人叡 2.267人のヂ タペ

ース笹川い ぞとから以 fの対集を船外した "性

年."，融外(10.20代幻よTJ70，網代).j可愛訟による

lftlS!. II!辺倒紋別院伝どの斜線e盆受診者.ウzーキ ング

以外に何らかの"動をしている.心耐管系薬剤の療用

(尚曲直訴尉血伎に対する灘鯛)，あまり運動できα
い朝山がある{主に院などの童形外判的集瓜).自伝車

札眼前中央値Ii. -J<~ ヒンター

，.“孤依ぬ句 U lIi中央区耐，.. 宮llT[Jl
.北房万人一切灰!j'.1II1械.翻内側

(〒醐総~何.lAltl.lt;l':~ I~ ~民同 n 臼}

fしばしばj側聞する，選働白剤獄号機が自質的に緑大で

ない， 躍動に閉するY~7 -ー トの惣慣など

a・診怖の検望室羽闘は附惜"隠}。 ー般血機生化学。胸

侮"潟心電図。体力測定，負術ω."閣信どである.

負荷心唱聞は盛{立自転売慎エルゴメータにより多像情2

分毎繍榊(おワット)のプロトコールにより症候限界

位に行い，運動符続時間よ 9最大a隆司属製取法を縫定し

t， 
遡動制慣巳朋ヲるγ〆ケ トには以下のような間関

玖項が含まれる 週平絹".以上で. ，.月以」ヒ紋紗

ている忍酬の観1<と 1自にか付ている時間。歩行に閲

して，"駆動目 .. 味で少〈ことと通勤 ・賢い絢など!t揺

の必要よ勿〈ことを区別している 妙行附"銭皮に闘

しては r..動でむ仕離で仏雌外.歩'"に早歩き

することがありますかJ>いう何附に対して，樹筏『な

い1.r時々J.rしばしIlJo>中からひとつ窓侭される

多""解柄に....闘婦分析を附いた 俊樹変鍬とし

ては偽々の危険医予を，磁立変敏としては.!f.1臨.，本

，..歩行段。趨少の溜備などを刷いた

S結果

関 lに示すように歩行崎市舗が何回加すると迎歩の宵慣

むある製度制える鮒向にあった 附2から悶7H歩

行時間と巡歩の習慣がそれぞれ.，.岨管系の族必の危険

闘子とどのよ う伝聞備にあるか舎対比して示してあ

る。溜歩の脅慣のある人のプ'ifl般大峨搬録取量が高<. 

体僻防車収縮刷血.u:.W:Jνステロール トリグり

.リドは低かヲょに 一方，歩行時間uこれらの危険制

子とは関係が~いか，より少ないか..た "開閉院が
なかった。 HDL;1νステυールは女性のため鑑....

も認し歩行時間，溜歩ヒの問に有7Ilな関係はみられ

なかった 働大阪議侵取盤では歩行時間のいかんにか

かわらず迎歩の腎慣に関係があった(図的.
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s 考察

巡目院の健康に対するメリットに閲して陪，どれくら

いの強.にしなリれば効呆がないのかという議論は今

でも続いている ー般に健康上歩〈ことに閉してO.
万歩計で倒千歩というように量のみでその習慣をはか

ることが多いのであるが，歩〈こともまたー般の週動

と同じように.その制民が危険凶子に."同修曹は

大台いと考えられる しかしこの研究対織のように運

動午起の人にウ喝】キングを勧~るにあたってはやはi

り自分¢普必のスピ ド'C'';'J."r一定時，..たはI¥Jli"
歩〈習慣をつりることが第ーである。強度を鳩ずの"

その後にするのが，運動ィ、足の人にありがちな運動叩

始めの厳形外科的陣容を防止する方法である

ι骨I Vol，32 SUP門ー2 (2[)∞) 約

5・...
心卵管疾患の危険附子経減のたののツォーキング

は.速歩ずなわら運動帰度を欄すことの方が。歩行時

間より璽寝な因子と考えられた

s文献

Il Hakim AA. et al : Ef{，出 so(叫 lking011 mo巾!

ltl'制¥11111"no附 mokingrctircd m肌 NEn;;1 J 
Mct/間協33&:9~ '錨

2l M制 sonlE.et al : A pr伺~"ル宅舗はudy ()f walk 

'''''梢ωm仰向公Iwitlt vil包rllrou~ cxcrcIsc in thc 
p問、'"剛1of coronary hcart disea~ in wnmen 

N EI川gtJ Med 19開 341: 650-658 

3) Kujala UM.el al : Relatitmship of tcisurc-timc 

，h四 ω1activIty and l1lortality. The Fillllish 

lwin cohort. JAMA 1998 : 279 : 440-414 
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慢性心不全と両尿椴刷症

呼気ガス指憶と尿厳値の関適および高原風血症の也序の検討

'ß~就 ・ 衣川徹・ 海 底陣j・ 湾機刷博・ ，.雄忠勝彦・ '"離選生・

北村秀之・ 荻野和"'. 井111 修・ 久似ー郎・ m政千秋・

以前よ り。虚血位心民銀."じめとする各儒.ì.~傷患

が高以厳臨..と関連しているこ>0，知られているが

心1'~'Í":w.省広 '~ 41 る粛以織陶曜の検討はζ れまで多〈

はない Woolliscrnftら"は.箇信心疾患息何に"い

てI 燦蛾a生m加とa尿何回血臨が認められたことを鰍

符しその懐IHして組般のhY1X'xiaによる ATP

の約掲と. tnに伴うプリン分併の充泡を俊明した

I 1<1ヴ，b配 hi~， " 41. $txt童心縦凪胤告の向踊"'1m出。ζ

ついて検耐し幼児期で1.1&生冗遣と跡調.~下の阿h

が見られ.成人では砕憶保下が認められたと鍬告した

L<抑制 ~"'''11 慢怯心イ余他者において， 血清副峨倒

(s幽)1:. iIIJ動制事健に伐の附，..認め。血清威厳値に

よりある制度..気性代謝閥帥句1l1'lCrobic 山内対.

uld: Al】"抱副司縦であると'省内した 彼らのグル

ープU 疏隊，.血'"の根修として組恨の h}1)()Jciaによ

る以厳産生先週の可能性会強調している 以上のよう

に，慢性心不全思講におυる高版凝血鑑の峨Ii'につい

ては蛾生iC池。初調lItot~'の凶方の関与が吻え勺れる

が，このいず礼が盛衰伝のかについては.とれ.で』十

分伝検討"伝されてい也い

今回技々は健悦心不令tu'¥併について陶務'"償制と巡

蹴耐容能の閲備金繍..し.泌尿駿血"の隈序について

検討会加えた。

【研究d
e 刻.と方議

安定した世健心不全!tH片107例【NYIIA111( ~ 6 例。

"10“例，附度げ例白平均鎚 5:tI.l歳}と随術者"

例【平均漏 昌三" 也餓，.対象に心肺躍動負荷鼠繍安行

いI血滑以両横綱1:. T̂.J隆副慨業銀取量(供時 VO2)の

.鳥取A:~e抵当;tMIIH 内禍

{守悌3艇ゆ‘ .子市鶴岡"‘"

測"，~後対した なお衡尿験自信総鰍・町内..息椅U対

厳より除外した

E鎗"

T̂.併l'IkV021μ・ずれも血m~'"値と有"伝負
制間金示した{閃 11が.IH間保anそれぞれー0，34.-
0.27と侃簡であった ATとの則保母 7つの術得6ニつ

いて検討したところ{袋 11. 臨摘出働組とホI~II"Iの減
については...窓生相関.示したが血滑タ νアチぷ

yについてはfUD!Iを示さ信かった AT t予概する凶

H 決縫するため血r.iQ!1II箇..尿剤の燃の附子.選

んで実数選択による"岡知分析.行ヲたとζろ独

立した予"因子として血碗民樋."が!l9. ~J尿剤の量
はc終モデルに桟らなかヲた

{続究2】

S 対象と方語審

安定した慢性心司会血者"名(NYHA1 度 19~

ntr 21 ft. 1I1tf1: 9~白)!: iE倫コントロール"名を対象

に血清タ νアテニJ倣，帥t清.Ift・雌!ー日原'1'タレア

デニン俳機録 M原中級級俳機h式会測定し これら

を附いてタレアチニンクリアラ y.)(..阪園陸タリアヲ J

ス.，，，.タ νYチニンクリア多ンxl乞.貸出した な

..a際限血緩め鱒d庭内服8析は対象よ り綿外した

， ... 
錨巣の.とめ~~ 2ε示す心不全血轡守 l.tlll! ft砲の

前簡を認め， 虚弱'"・依 I~ NYĤ lIlI. Ultrでコント

co-ルより有窓に尚い個.'示した 阪中政，，，.. t肢は

心不全"ではコントロ ルよリ有窟に低い‘U'"し

た.原腹タリアタンス，恥般タ ν.，.+=-シク リアラン

メ上とと も 心不全群で有鐙に低附を訴し。心不全血'fi
では以俄排担10)俗下がhるζ と.赤峻した
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CH P ; chronic hraπfailure. sua 鍵rum 凹~・，kL U胤 Uri陥)'uric. ~cicl， 

ιu胤 祖".銅附"恥味問慨深おCcr:c糊 t;n;oock凋開時刻巴
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s得策

従来の慢性心不全患者にお付る刷消尿般値と A1
開:11<VO 2の関係の検討で路側関係設がそれぞれ

O.~九 0.53 と良い相聞が見られ 血摘線開拠値により，

ある包皮 ATが構測可能と静飼されている刷み研究

<はより多〈の対象で検討を行ったが低い相隣が認め

られたにとどま令た 今回u比'附P笹川の心不全患者

を対集として必!}..If!.tiの璽創症のぱらつ告が少なか

ヲたことが彫"した bのと考えられるしかし.AT (-

予測する因子としては，貌々の倹討に幻いても".. 以

西食倒が独立して適訳されてMり，血清陵酸値とu.気的

代謝の繍様である ATとの昆製仕捌避さ投.来唆する

所見と場えられた

慢性心不全息者の備尿酸血aの複'"について

"'..らmは.I組織の旬Jl(lXUIによる尿飽盗生の"

進 2漏インスリン血仏インスリン.. 続性による保

般協調置低下.3. ~IJ/i!剣による割際情低ド，の可能性.場

察したが生かでも組織の hYJlOxi祖による尿酸康生丸;

盗の盲J縦性を強3隠している 今回同銀々の検討では慢

性心不全血者においてm"度侮に保自費U下拙健m低下と

'"鳩尿餓偵の上界.示し."m低 Fが高原俊即応の主

たる似闘であると場えられた またー白原峨制軍機...は

心ド金風容でむしろ低儲を示し，政機P賃上牛"過を示唆

する所見は認め4旨かった しかし"に窓錠ωヰ金.. 脅

において，鳳."..俳離依下によりP健全充進所見がマ

スタされる可能低原岡慢の使関脚排継がm加する可能性

も場えられる この惨な患者で採般歳生7'巡がねきて

いる可能性は百定でき住いが。今回の節操より少令〈

kも週動負制検査のできる患者では商版画."位。'1W，附

，，"櫨低下であり。治製疲 bとの点を考え 排世保温

痛を細いる ζとが妥当であると考えられた

S文献

。、，V~域作事C 吻 fI JO.<:l al: I I~似smncmniam az叫e

ilb唯鍋 a poor prc淑削減・c剖8札 11mJ /IIcd 
1982 : 72: 58'62 

2) Hayabu<:hi Y. <:1 111: lIyperuricaemia in 

C}'anotic cOl1S(cnltal heart di醐 se. I;i，r j 

fWJi<，'r 1993 : 152 : 873-876 

3) l.cyva F. et al : Serunl uric acid 絹川 inde:(of 

Impaired oxidat叫附llboli削 inchronic neart 

failure. Eul' H.ωrl!I997:18:8払苅'"

4) Leyva F. et aJ : Uric add ;1¥ chmnic hea円 相1

ure.a n泥沼嚇)rcof Ih巴 1I1111t:robic th憎命。，Id

MclllbDlism 1998: 47: 1156-1159 
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心失笥I肥大型心筋痘にお廿る頻度 収縮・ 弛緩関係

.，，:糧事英夫・ 稲魁将文・ 河村大槻・ 露村 成・ 菌揮者医失・ 武市民安志・

曽村官士 石木良I/J・闘問看自也・氷閉浩三・ 也父江俊和・ 繍凶充弘・

1871 年 Ho\\'ditch がず~:r..ル0).(.，筋を附いて，制滋m

aを網や切と収縮"が榊大することき報告し，この現

象1;/:Howditch p恥110m~1l01l(Trev関現象}と呼ばれ

ている それから 1側年以上経vた 1'"年代にはい

り.Jolln 1.0錫)，らのグループi)liI常犬をmぃ，心舗

数，".加に作ぃ心筋収納仰倹，，'倍強し，この初来ほ週

動や灘初による安機伸nlJl)~訟に主フてき勺に補償され

るとと告総告した川彼らは 199.年に肱心筋の頻度f去

作性凶収縮符怜だけでなく，弛緩符位にも存在するこ

とを報告した，，_1997年。抗々は肥大型心筋依の勉者で

この綴瓜依作性心筋沼縮特性と相銀特怜の交感神制制

御が破綻していることを発議したaにさらに漏血E往

肥大心のlJJ司障で1;l.M!Jj[依存性心筋収納絡色の敏綻が嚇

代償性不企心への修行を釈す早期....である可能T裂を

示した"。

む尖謝肥大畑む筋t.F'(A 1'11)は SakamolOザlによ

って根告されて以来，日本人記多〈見句n.一般に予

後は良好と考えられている 今回筏々は非揃禽怜.，大

型心筋I，f(tlCM)とAPHのlJJ者にお吋るI'orω 竹，.

'"四cy Rela山口{!lF則. 1~c1 ax仙制約叫UCl\C}'
R~I:0 1ぬn( RI'J{) およびそれらの起動民符を比叡鱗巾ず

した

5 対象と方言量

心電凶，心エコ -[:4.心境.. 彫より AI'H1:.診断した

~.円 6 例{平均年齢旬主 10 歳}と 11ι叫"会断した

患者S例(平均年働仰土11綾}を対象とした心密造

修より求めた Ejt'CIIonFractio~ は APH If.は平幼

"土7%.IICM "l~平吻 65 土7%で. ß そード心~，
-関 tのさE貌録大照(9:1;1.AI'1lが企例心尖館で平均

色古屋A;:j!!極f詳細縄床検注目宮学調.

('1' (66醐 ぞI欄刊畑町町附

】8全2mm.JICMは全例心室中隔で平均21:t6mmで

関瞬間に差は伝か令た

京?省内にマイクロマノメーター付ピッグテールカテ

ーテルと飾'削聴に Swan-G知、zカテ F デル.，市入し，

M叫'"'のデータ.記録した彼h侮分.，~から右mぺ

ーシング.行い，僻略的こがi寝起披修ヒ血行動期術標

を記録しながら 2廃房家プロックが刷現する阜で2分

』とに心愉散を侮分 10回ずつ繍やした次に仰臥位エ

ルゴメーター食術試験を"ワットより閥的し偉大ぺ

シングレートと同じiし寸向教に途するか."符 fatIgue

等の訴えaでl<必庇波形と 11111'動館側保安記鍋しなが

ら3分ごとに 25ワットずつ負仰を峨やした倹登，I '迷

続的に記録した左京"'"形より.(..ft削"府特性の術保と

してI..Vdl'/d(剛訓告，他紙特性の"..として時定数

r '"を普十算した

s結集

A円I全飯例のペーシング幻よぴ運動負夜中の心納

'"収縮陪佐を図』に示す七伯敏と1..V dl'/dlmaぉ

T".との聞にほ錨い椅関が認められ，ベーν〆グによ

る心ro ll<の1\':l}~1 l({年い LV dP!dtn同誌は榊加し白 T川

は減少しt.:..巡動中の心的l!(-LV dJ>/dlmaぉ捌帰

(FF問。心拍t.:-T"，関係(RFR)の紺閉曲線の傾舎は

全信例でぺ シングに比べ有意に大であった この結

拠出以前 我々カ健常者を対象に行った結果と同じで

あった

HCMにおいてもぺ シ〆グおよび通勤食街中の心

roll<と LVdl'/dlmax. T川 t0)1111には蜘咽閃が認

められ{凶2>.ペーシングによる心的散の網"に伴い

I.V d l'/dtm~x 1.I:IPl加し目T"，は減少した辺B糾'"心

拍敏 LV dl'/dhll協関係{ド川οω相関....の傾きは

8例'i'S例でペーシングに比ぺ有志広大で，この5例

~ Grou('ll¥とし.娩り 3例は運動中とベ シングkで
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園 1 APHにおける心拍動/;I.V dP!dtm闘 . T，局との相聞
心拍重量とLVdl'/dtmax. T~.との聞には強い制聞が認められ， ベ』シングによる心柏散の増加日作い LV dl'Jdt 

max 11m.加1.-.'1'."は極少しk_週動中の心拍散 LVdP/dtm日 間 部aFfO，心拍/I!I:-T '"関係(RF削の相関曲醜
旬開曹"金曜倒でベーシングに比べ有輩記大であった.

傾きに.，は仕〈この3例をGrou('lRとしたー方.心

拍数一T川関係 (RFR)の傾き"全候例とも運動中とペ

ーシングとで銅@にき豊はなかヮた これらの節果は以

前，換々が HCMの息併を対象に倹討した結採と附じ

であった

BaselIne. .e大ぺ シング時，般大運動向，血行動阪

の徒化を袋1に示す H，凶，憎からの心4白数の定化皐

は..院大ペ シング時と級犬巡動時で各併とも欄加障

は同じで，また各静岡にも"，ま脅かった。LV dPI 

d川地認は各瀞ともペーシ〆グにより"叡%槽加し，

巡動により APHとHCMのGrouuAはhaselincの

約 2jj告で，以前我々が験制した隙の健常有の衝と開制

庶まで9管制したが。 HC~l の GrOUD Bは綬大ぺーシシ

グ時'"ほなかった T "，1まt¥-Utもペーシシグによ

り約 15%緯度短縮した Z躍動により APHは健常者と

肉離度の約 40%まで短縮したが， HCM両群は媛大ペ

ーνング時 t~u.:なかうた 左盛燥大収納期庄は各君津

ともペーシングおよび湿動記よる度化はそれぞれ，~1jじ

だった 車た.，主務依自民終捌康(EDP)のぺ』シングに

よる変化も各静とも同じであったが!還鋤により

I1CMの阿群は ArHに比例有惣に噌大した しかし，

HCMの阿群聞には由主金かった LV dP!d同"は
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図 2 HCMに制するも特徴と LVdP!dtmu， T"，tの梱閲

心拍数と LVd?/dtmax， T"，と夜 間には強い相官側が認められ ペーシシグによる￡引，~ω地加に伴ぃ
[，V dP/dtmax 1:1噌..し T，，，tl減少した ~動'I，q)心的放 I.V dP/dlmu関係(FF則の特閣附録の傾

き'"例中S例(NiI.S-12)でぺーシング仁沈ぺ干怠に大で。残"例(No.!3-]5)U週勤中とベーシング

とで傾dl~煮は伝か vた心憎歓 T.，関係似 FIりの傾き It~鉄総例とも適勤中とペ シyグとで傾き記?を

は"か》た

前負荷の彬響を受付るが，HC~I の両鮮明で越動中の

EDP の変化に~はなかったこヒから選蝋やの Grou !，

A !:; IH:の聞の LVdP/dlma~ の変化の遣いは収賄

特色"速いを点しているものと考えられた 禾納綿脈

胸中のノルエピ事フリン湯腹lま色鮮とも bnselinet 

比べ，ペ シy グでロ変化しなかったが，運動により

有意に上界した しかし 各Z悼の聞に霊はなか守た。

s考察

APHでほ FFRむよぴ RFR11正常に保だれ，選動

に t? Jf.常K増強された IICM も r:F I~ および RFH

"正常に傑たれていたが.RFRは金例で渇動により憎

強怒れず，FFR 11ii毎動によりm強される症例とされな

い魁例に分刻され APlIと HCMとは FFR.RFR， 

およびその交感神経制a仰よ拠量っていることが明らか

と伝った今幽の結身快から。 HCMとAPHとでは肥大

のliiJ1Siよぴ範捌が異なって1:11) ，運動法発の心内観

下虚血が IlCi叫に"いて組魯ている可能性方位号えら

れたまた HCMでU組胞内父唇神経斜滋伝達系の陶

ヨ撃が.. 胞内 Ca...助慰に変化を及ぽした可能性も考え

ら"た
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表 1lIem叫J'n... dc 1'&rll.b幽・，... 晦line.pe.叫pa.dn..&lId pnd eurd~ 

Group &seline ?acing ，.，町時出

"師同 rale.bp皿

A"U "土7 '"土5・ lZ3:U' 

HCM 舗剖 130:t8' 129::1:6' 
臼 岨iacindex. L/，剛inl州

P̂II 2.'土0.' '"士0.' ，..士1.0'1 

HCM 2.6士0.' 2.'土0.' ，.，士O..・『

LVPSP， mmll自

APH 12'士6 '"宜7 172土13叫

日制 ，~宜H '"土" 1帥主"・t
LVEDl九曲mllg

APH "土2 ..， "土4・"
IICM "土4 9土S 23士宮.，

LVdp!dlm拘x，mmHs/s 

APH 口~土20骨 2m主E曲 3546士制4・，

IICM 1816土'" "阻ま4詞 調 "土9却 '

lV(dpjdt)!DP..，I/， 

AI'H "土3 "土5' "宜，.，

HCM 3壮 3 4&.:1:5 "士"・T

I.Vdp!dtmi凶.m剛Hou.

APlI -l2国主白Z -1342士'" -"騎士611-1 

HCM -)匝2士'" -)白5土4叩 - 2~14土""・

T". ms 
APH 38土)' 32士Z叫 "土2・叫

IICM ，3<， ..土12 43::1:11 

LV問 Pindi四回凶明円山間b ，鉱山向。，.

LVEDP: tA"t…)，耐 畑 山 P--

" く0.05vs baseli略、<0.05vs開 dng，Ip<O.05帽 IICM

S鎗篇

IICM t 1;1:拠注り A1'1lの FFR，RFRおよびその交

感樽経綱"はl正常に傑た札ており， APHの予伎が良

好であるζ との盟国のーつの可能性が示喰された
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ACE遺伝子I1D多型と運動時の循環応答

若年男性での検討

今井紀縫子・ 広木忠行・ 朔 暦二郎・・

， "" 
ACE盗伝子 11【》多狼は多(0，節"D，駐車島の舟艇や

予後'eHl:.i!するマーカーである可随慨が穣命されてい

る企えその働省色や役舗については米だに解明されてい

ない近年，この多盟はさaざま伝方聞から研究が行

われており，なかでも運動との関連については興味深

い結拠が怖られている我々は l鈎8年1 商血圧の溜動

様首長に幻いてこの多捜倉降"'不良の繍梅となる可能性

を総告したIにまた 19'"俸にlまACR遺伝子 IID多型

によコて低鎖直巡回ぬ岬の収縮協同血圧の上昇反応が列な

ることを柑倫している刷また， 1998 rr:には Aじι'"伝

子νD多型が有限機能力と関連するという報告が行

われ その後も問機の研究紛燥が示されてり伊川こ

れらのことから ζの多望割以週動に対する主体の反応や

適応に関与するiiI伝的因子のマー治ーとなる可能性が

管えられるしかし。先の似庄反応に附ヲる鍬eでは

也o.¥IIJによる昇圧反応の越が勾a・さnてい"かったため

これを除外する必要がある そこで今闘は ACE遺伝

子1/0多塑による運動時の微環応答について若年健

傭男性のみ舎対象として倹齢を行った

ダグラスバッグ訟で測定し，血中乳限値が11IIun。νr

以上また1;1:， VO，の leveHnll:off i"示す時告後大厳司降

続取量(VO刊唱がとした選動銭.，ι乳般の関係から

乳雌関.!tI<LT)阿じ<=鼠僚との関係から二重樹属的

点(DPB門会求め，各閑値を境として運動強度を低強

度左商強度の2つの時相に分割した{図 11 選動防"

循環応答1:%Vo.maxに対する SRP.t>よぴ HRの

回帰式を求めその飯倉(民，，，1の値を各時制に"砂る

パヲメ タの反ii;伎と定第しで解針金行うた ACE遺

伝子1/0多型信白血隙より納附した DNAをbとに

('10民法とアガロ】スゲル電気泳動法にて被出した各

被骸者を ACE遺伝7般により 111仇 10紘 OD併に

分煩した

SBP(mmHol 
220 

200 

1田サ町M

s方法 160 
対象は 20代の健常m也'"句であヮた 白紙111.:<.~レ
ゴメータ.，甘いて初則負担~10 W;:Itt， 4分間のウ方

ミングアヲプの後，15 WlItt噺mの民卸'V負荷訊積.

alloutに翠るまで行ヲた遍動'1'の'"鈎数(HR) 収縮

期血圧【SBPJは"秒ごとに制定し，邸中乳，!'I!lIi30紗

ごとにU!o!.傑血により測定した ，，，.熊取It(vo，lii

-組関 悼筑間.'附

( .削醐筑間前た柑鵬抑."

-醐*柑欄.，附

t干 814-01110 銀関ililll:i衛官七隈7-45-1)

140 
。"岬f/)S8P 
."輔の帥

'20 
20 30 40 SO 60 70 80 

%、10， 問書

0)， 各時網における機環応箸'(7)"偏2・
L'r t1よぴ0('箇Vの前後をそれぞれ低鍋~. . 
槍陸海勤に分留し。各陣相のSBP1:. HRの抱

修から%Vo， ma. に封ずる鴎S;.H~めその
傾きの値侭101>")t選献に討する反応慢と定畿

した
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図 3・出測定・"のSUPHよぴ"Vo.mn

s錨a民
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